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人口増減の内訳

スポレクフェスタ ２０１７
１０ 月９日の体育の日に行われたスポレクフェスタ ２０１７ では、
本庄総合公園や若泉運動公園をはじめとする市内の複数の会場
でさまざまなスポーツやレクリエーションに挑戦することがで
き、大人も子どもも一緒になってイベントを楽しんでいました。
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はにぽんチャレンジ２０１７
賞品交換が始まります

ポイント手帳は本庄市役所やアスピアこだま、本庄市保健センターなど、
市内の公共施設で配布しています。

はにぽんチャレンジ２０１７賞品 今年度は、１人２回まで賞品の交換ができるようになりました。ポイントが集まった人は、早めに１回目の
賞品交換をして、２回目の賞品交換を目指しましょう。
１回目の賞品交換後に残ったポイントは２枚目のポイント手帳に繰越しできます。

【Ａコース・Ｂコース】
①ポイント手帳と保険証を持って、
　申請窓口で申し込み。

【努力賞（きんちゃくトートバック）】
①ポイント手帳と保険証を持って、
　申請窓口で申し込み。

②賞品引換券を受け取る。

②その場で賞品と交換。

③賞品引換券を持って、協力店で
　希望賞品と交換。

※協力店の営業時間や準備の
都合がありますので、事前に
協力店へ電話等でご確認くだ
さい。
※交換申請日時点で参加資格

（20 歳以上の市内在住者）の
ある人が対象です。

●賞品交換期間　１１ 月６日㈪～３月 3０ 日㈮　厳守
●賞品の交換	 Ａコース	（100ポイント）
	 Ｂコース	（50ポイント）
	 努 力 賞	（20～ 49ポイント）
●申請窓口　保険課（市役所１階）、市民福祉課（アスピアこだま内）、本庄市保健センター

●賞品交換の手順

交換できる賞品が増えました。３月末まで対象事業は行っていますので、
ポイントを集めて気になる賞品と交換しましょう。

コース 品　名 協力店 所在地・☎電話番号

A
コ
ー
ス

花鳥風月　四季彩々（ねりきり） あさ美製菓舗 銀座１-６-24	 ☎�２５９８
郷愁の香（せんべい） あかね 駅南１-５-15	 ☎�４０１６
はにぽんのれん 小渕捺

なっせん

染 若泉２-10-７	 ☎�２１２５
NEW 森永絹ごし豆腐６丁セット
NEW 森永うるおいリッチヒアルロン酸18本セット
グルコサミンとコンドロイチン18本セット
もろみ黒酢18本セット
充実野菜18本セット

小針乳業 児玉町吉田林12-1	 ☎�２１２２

NEW かんな清流米（５ｋｇ） ＪＡ埼玉ひびきの あおぞら館直売所	 ☎�４１８３
こだま館直売所	 ☎�２８１８

銘菓詰合せ
（くわつみ饅頭・まゆ玉・本庄めぐり） 笹屋製菓舗 千代田１-３-21	 ☎�２２９７

NEW 保己一物語（銘菓詰め合わせ） 梅月堂 児玉町児玉78	 ☎�１０３６
はにぽんと歩こうふるさと本庄菓子めぐり
はにぽんのおやつギフト パンとお菓子マロン 児玉町児玉171-1	 ☎�１２５８

NEW 湯かっこ１日無料招待券（２枚） 湯かっこ 東五十子167-３	 ☎�８１２６

B
コ
ー
ス

タニタ食堂の100ｋcalデザート10個セット
森永おいしい低糖質プリン10個セット

NEW 森永たっぷりプリンカスタード６個セット
NEW 森永牛乳プリン６個セット

小針乳業 児玉町吉田林12-1	 ☎�２１２２

本庄銘菓金鑚太鼓６個セット こまつや 本庄１-３-24	 ☎�３３０５

季節の野菜詰め合わせ ＪＡ埼玉ひびきの あおぞら館直売所	 ☎�４１８３
こだま館直売所	 ☎�２８１８

くわつみ饅頭（10個入り） 笹屋製菓舗 千代田１-３-21	 ☎�２２９７
はにぽんわっふる６個セット 御菓子司せきね 中央３-３-41	 ☎�２３１５
秩父家最中としょうゆだんごセット 秩父家菓子店 寿２-６-23	 ☎�０８６６
はにぽんチャレンジパック
（漬物４種・手造りおなめカップ） 中沢食品 寿３-３-10	 ☎�２５９２

本庄絣の匂い袋「温故」 お仏壇の根岸 銀座２-３-11	 ☎�２５９０
はにぽんの文具セット マメヤ文具店 銀座１-８-27	 ☎�３４２１
クッキー詰合せ マリーレン けや木１-13-21	 ☎�１４６６
マロンのラ・セーヌ パンとお菓子マロン 児玉町児玉171-１	 ☎�１２５８

NEW 湯かっこ1日無料招待券（１枚） 湯かっこ 東五十子167-３	 ☎�８１２６

★保険課☎�１１１６

はにぽんチャレンジ 2017 のポイントを集めるには
①特定健診や人間ドック（健康診断）、各種がん検診等を受ける
　（診断結果を申請窓口に提示してください）
②健康づくり活動を行う団体に参加する（１人１団体まで）
③自分で積極的に健康づくり活動を１００日行い、チャレンジ
　シートに記入する
④ポイント対象になる教室・講座やイベントに参加する
⑤ＭＹ健康づくり活動欄に自分の健康目標を記入する
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Information ほんじょうインフォメーション

笑顔の写真を募集します

競進社模範蚕室及び周辺史跡等
解説ボランティア養成講座人権擁護委員を紹介します

みんなで作る笑顔の広報紙

　火災が発生しやすい季節を前に、市と市消防団本庄
方面隊では、次のとおり特別点検を実施します。
　この特別点検は、消防団員の規律と消火活動の技術
向上のために行われるものです。ぜひご覧ください。
●日時　11月19日㈰　午前８時～
●会場　若泉運動公園第１グラウンド
※雨天の場合、本庄西小学校体育館で実施。

お知らせ

▶消防団員の規律と技術を

★危機管理課☎�１１８４

本庄方面隊
消防特別点検を実施

文芸講演会
●日時　11月18日㈯　午後２時～３時30分
　　　開場　午後１時30分
●会場　図書館本館　２階会議室
●講師　柴崎 起三雄 氏
　　　本庄市在住、元公立中学校教諭。現在、本庄
　　　市文化財保護審議委員。著書に「本庄人物事典」
　　　「本庄のむかし」「本庄のむかし　こぼれ話」など。
●定員　60名（当日先着順）
企画展　『中山道と本庄宿』～絵図から見る今と昔～
　図書館で所蔵している中山道に関連する資料を常
設展示します。普段、なかなか目にすることのない
中山道の絵図等も展示していますので、みなさんの
ご来館をお待ちしております。
●日程　11月14日㈫～24日㈮

　あなたの撮った笑顔の写真が、新年を飾る「広報
ほんじょう」１月号の表紙になります。みなさんの
笑顔の写真で広報の表紙を埋め尽くしませんか。
　たくさんのご応募お待ちしています。
●写真テーマ　『笑顔』（平成29年に撮影）
●応募条件
　被写体が市内在住者（年齢制限はありません）
●応募期間　12月８日㈮まで（必着）
●応募方法
　被写体の氏名、住所、応募者の氏名、住所、連絡
　先を明記のうえメール、郵送又は直接秘書広報課へ
　　info@city.honjo.lg.jp（件名に「笑顔の写真」と明記）
　郵送　〒367-8501　本庄市本庄3-5-3
　　　　本庄市役所秘書広報課広報広聴係

　競進社に関することや周辺の各種史跡、歴史的建
造物などについて学習する講座を開催します。
　解説ボランティアを目指す人だけでなく、講義を
受けてみたい人、見学をしてみたい人も受け付けま
す。興味のある人は、ぜひ、お申し込みください。
※この講座は、市から「NPO法人ネットワークひが
しこだいら」に運営委託し開催します。

　９月30日に任期満了となりました人権擁護委員につい
て、桂田 晴美 氏、福島 愼治 氏が再任として、内海 真
理子 氏、赤沼 博美 氏、岩崎 勇 氏、駒澤 三郎 氏が新
任として、10月１日付で法務大臣から人権擁護委員に委
嘱されました。

日　時 会場・集合時間 内　容 講　師

1
12月10日㈰
午前10時～
11時30分

児玉白楊高校
同窓会館
午前10時

講義
競進社模範蚕室と児玉白楊高等学校競進社記念館
の概要について

児玉白楊高等学校教諭
中嶋　信彰　先生

2
１月21日㈰
午前９時～
午後４時45分

アスピアこだま
午前９時
本庄市役所
午前９時30分

バスツアーと講義
見学先：蚕蛹の碑、旧本庄商業銀行煉瓦倉庫、
　　　　片倉シルク記念館、曹源寺など
講義（車内）：製糸産業の近代化遺産を訪ねる

絹産業遺産群
世界遺産伝道師協会
今井　玲子　先生

3
２月４日㈰
午前９時～
11時30分

アスピアこだま
午前９時

まち歩きと文化財巡り「児玉町文化財巡り」
見学先：玉蓮寺、児玉町旧配水塔、塙保己一記念館
講義：競進社模範蚕室についてのガイド研修

県文化財保護協会理事
根岸　久　先生

4
３月４日㈰
午前９時30分～
11時30分

観光農業センター
午前９時30分

高窓の里巡りと講義
見学先：高窓農家の内部見学、石神神社のケヤキと杉、
　　　　ほてい堂、百体観音堂、小平獅子舞など
講義：本庄市児玉町地域の観光と小平獅子舞について

本庄市観光協会副会長
根岸　久　先生
立花　勲　先生

●注意点
▷応募いただいた写真は返却いたしません。
▷被写体の人の了解を得てご応募ください。
▷１枚につき被写体は１人でお願いします。
▷特殊効果や文字の挿入など、画像加工した作品は
　掲載できません。
▷写真はアップで縦で撮影してください。
▷掲載時の大きさや位置などは選べません。
▷掲載に不適切であると思われ
　る写真に関しては、掲載しな
　い場合があります。
▷応募者多数の場合は、抽選に
　なります。また、表紙以外の
　掲載になる可能性があります。

●対象　市内在住・在勤・在学者
●定員　25名（先着順）
●費用　無料（但し、２回目の昼食代と入館料は実
　　　費負担となります）
●申込　11月10日㈮～20日㈪の午前９時～午後５時
　　　（木曜日を除く）に、電話又は直接本庄市観光
　　　農業センターへ
※1回のみの参加も可能です（全回参加者優先）。

　人権擁護委員は、人権擁護法に基づいて、人権相談を
受けたり人権の考えを広める活動をしている民間ボラン
ティアです。
　人権擁護委員制度は、さまざまな分野の人たちが人権
思想を広め、地域の中で人権が侵害されないよう配慮し
ていくことが望ましいという考えから設けられたもの
で、諸外国に例を見ない制度として発足しました。
　人権擁護委員は無報酬ですが、現在全国で14,000人が
法務大臣から委嘱されています。

法務省ホームページより

※当日、本庄地域では、午前７時にサイレンが鳴
ります。火災とお間違えないようご注意ください。

イベント 募　集

募　集お知らせ

▶中山道最大の宿「本庄宿」 ▶たくさんの笑顔で新年を迎えませんか

▶地域の魅力を多くの人へ▶６名の方に委嘱

人権擁護委員とは

★図書館☎�３７４６ ★秘書広報課☎�１１５５

★本庄市観光農業センター☎�６７４２★市民活動推進課☎�１１１８

文芸講演会＆企画展
『中山道本庄宿』を開催

桂田	晴美	氏
（栗崎）

内海	真理子	氏
（下野堂）

岩崎　勇	氏
（児玉町元田）

福島	愼治	氏
（児玉町金屋）

写真例

赤沼	博美	氏
（日の出）

駒澤	三郎	氏
（児玉町秋山）
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平成29年度優秀工事表彰
　平成28年度に完成した市発注の建設工事で、特に
優秀な成績で完成し、他の模範と認められる請負事
業者とその技術者を表彰しました。表彰者は次のと
おりです

★財政課☎�１１６５

土木工事部門　
　請負事業者　真下建設㈱　技術者　鈴木 日出丸
　工事名　八幡山橋耐震補強工事
建築工事部門　
　請負事業者　竹並建設㈱　技術者　星野 祐一
　工事名　（仮称）健康づくり推進拠点施設新築
　　　　　建築工事
電気工事部門　
　請負事業者　㈱躍進電気　技術者　福島 和博
　工事名　（仮称）健康づくり推進拠点施設新築
　　　　　電気設備工事

管工事部門　
　請負事業者　温井住設㈱　技術者　齋藤 正朗
　工事名　（仮称）健康づくり推進拠点施設新築
　　　　　機械設備工事
ほ装工事部門　
　請負事業者　真下建設㈱　技術者　上田 一夫
　工事名　市道４０８５号線舗装修繕工事
その他工事部門
　請負事業者　㈲峯建　技術者　峯 富雄　
　工事名　本庄市立児玉小学校合併浄化槽解体工事

 ○納め忘れた年金はありませんか？

○社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が送付されます

　日本年金機構ホームページの「ねんきんネット」をご利用いただくと、ご自宅のパソコンやお手元のスマート
フォンで、24時間いつでも最新の年金記録を確認することができます。さらに、これからの人生設計に合わせた
働き方の条件を設定して、年金見込額を試算することも可能です。
　また日本年金機構では、国民年金及び厚生年金に加入している人に、これまでの年金加入記録や将来の年金見
込額等を記載した「ねんきん定期便」を毎年誕生月に送付しています。
　ぜひこの機会に「ねんきんネット」や「ねんきん定期便」を活用し、ご自分の年金状況をご確認ください。

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。控除の対象と
なるのはその年の１月から12月までに納めた保険料の全額で、過去の年度分や追納分も含まれます。
　平成29年１月１日から10月２日までの間に国民年金保険料を納付した人には、「社会保険料（国民年金保険
料）控除証明書」が11月上旬に日本年金機構から送付されますので、年末調整や確定申告の際には必ずこの証明
書（又は領収証書）を添付してください（10月３日から12月31日までの間に、今年初めて国民年金保険料を納付
した人には、来年の２月上旬に送付されます）。
　また、家族分の国民年金保険料を納付した場合、その保険料も合わせて控除が受けられますので、家族宛てに
送られた控除証明書を添付のうえ申告してください。

　過去５年以内に納め忘れた国民年金保険料を納付することで将来の年金額を増やすことができる「後納制度」
が、平成27年10月から平成30年９月までの３年間に限り実施されています（本来、国民年金保険料は２年を経過
すると時効により納付することができません）。
　後納制度を利用することで年金額を増やすことや、年金の受給ができなかった人が受給資格を得られることが
あります。
　従来、老齢年金を受け取るためには、保険料納付済期間と保険料免除期間などを合算した資格期間が原則とし
て25年以上必要でしたが、平成29年８月からは、資格期間が10年以上あれば老齢年金を受け取ることができるよ
うになりました。そのため、後納制度を利用し不足している保険料を納めることにより、年金の受給ができな
かった方が受給資格を得られる可能性があります。ただし、すでに老齢基礎年金を受給している人などは、後納
制度の利用はできません。
　後納制度を利用するには、申込みが必要です。詳しくはお問い合わせください。

国民年金のお知らせ

○未来の生活設計について考えてみませんか？

 「ねんきん定期便・ねんきんネット等」専用ダイヤル ☎０５７０―０５８―５５５
※ＩＰ電話の場合　☎０３―６７００―１１４４

「社会保険料控除証明書」・「後納制度」に関するお問い合わせ
○ねんきん加入者ダイヤル　☎０５７０―００３―００４
○ＩＰ電話の場合　☎０３―６６３０―２５２５
○熊谷年金事務所　☎０４８―５２２―５０１２

１１月は｢ねんきん月間｣・１
いい
１月3

みらい
０日は｢年金の日｣

問合せ

問合せ

★市民課国民年金係☎�１１１４
★市民福祉課市民税務係☎�１３３３

日本年金機構は、公的年金制度に対する理解を深めていただく
ことを目的として、11月を「ねんきん月間」としています。ま
た、自身の年金記録や年金受給見込み額を確認し将来の生活設
計に思いを巡らす日として、11月30日を「年金の日」としてい
ます。

１１月１１日㈯～１７日㈮は税を考える週間
テーマ「くらしを支える税」

●平成29年分年末調整説明会
対象 開催日 開催時間 会場

法人・個人の
源泉徴収義務者 11月22日㈬

午前10時～正午 市民文化会館
ホール午後２時～４時

●平成29年分青色(白色)申告決算説明会

▼青色申告決算説明会
対象 開催日 開催時間 会場

営業所得・不動産
所得を有する方 12月５日㈫

午前10時～正午 市民文化会館
第３会議室農業所得を有する方 午後２時～４時

▼白色申告決算説明会
対象 開催日 開催時間 会場

営業所得・不動産
所得を有する方 12月６日㈬

午前10時～正午 市民文化会館
第３会議室農業所得を有する方 午後２時～４時

※上記説明会の対象地域は、いずれも本庄市・児玉郡内の市町です。
※駐車場に限りがあるため、なるべく公共交通機関をご利用ください。

問い合わせ先

▼年末調整説明会については、本庄税務署☎�２１１１
※自動音声案内の「２」をお選びください。担当部署におつなぎします。

▼青色（白色）申告決算説明会については、
　本庄税務署個人課税部門☎�２１１４（直通）

本庄の特産品を泉佐野市でＰＲ
特産品相互取扱協定を締結

　10月10日、大阪府泉佐野市と「特産
品相互取扱協定」を締結しました。
　この協定は、協定を締結した自治体
間で、都道府県の垣根を越えた特産品
の交流・展開・PRにより、特産品の
販路拡大につなげることを目的として
います。
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「民事訴訟管理センター」からの架空請求ハガキは
無視してください！オレンジカフェをご存知ですか

認知症個別相談会

★商工観光課☎�１１７５★介護保険課☎�１７２２

ハガキが届いても決して連絡をしないでください！

★介護保険課☎�１７２２

認知症の人やそのご家族がほっとできるカフェを開催します。
お茶を飲みながらゆっくりお話ししませんか。
また、ご希望の場合は個別相談も行います。お気軽にご参加ください。

歳とともに誰でも物忘れをしやすくなります。認知症を心配される方も少なくありません。
そんな不安をお持ちの人、またどう接したら良いのか分からないご家族は、ぜひ個別相談会へお越しください。

認知症を早期発見
認知症簡易チェックシステム

　パソコンや携帯電話を使って簡単に認
知症チェックができます。チェックした
結果とともに、相談先などの情報が表示
されます。
パソコンhttp://fishbowlindex.net/honjo/
携帯電話・スマートフォンは下記コード
から
 

○利用料は無料（通信料は自己負担）
○個人情報の入力不要
○医学的診断をするものではありません

①オレンジカフェ　はにぽん
日程　毎月第４月曜日（12月のみ第３月曜日）
会場　はにぽんプラザ活動室E
★本庄西地域包括支援センター本庄市社会福祉
　協議会☎�７０８８

②オレンジカフェ　本庄東
日程　毎月最終木曜日（12月のみ第３木曜日）
会場　本庄東公民館
★本庄東地域包括支援センター安誠園　
　　　　　　　　　　　　　　　☎�６２６２
③オレンジカフェ　本庄南
日程　毎月第２水曜日（６月、８月のみ第２木曜日）
会場　JA埼玉ひびきの本店ひびきのホール
★本庄南地域包括支援センターシャローム　
　　　　　　　　　　　　　　　☎�９５８０

●本庄西地域包括支援センター本庄市社会福祉協議会☎�７０８８
日程　毎月第４金曜日（12月のみ第３金曜日）
会場　はにぽんプラザ

●本庄東地域包括支援センター安誠園☎�６２６２
日程　毎月第３木曜日
会場　安誠園

●本庄南地域包括支援センターシャローム☎�９５８０
日程　毎月第３金曜日
会場　シャローム

●児玉地域包括支援センター☎�１５４５
日程　毎月第１月曜日（１月のみ第２月曜日）
会場　児玉地域包括支援センター

《共通》
時間　午後２時～４時
対象　市内在住者
申込　直接各包括支援センターへ

④オレンジカフェ　ほっとこだま
日程　毎月第１水曜日（１月のみ第２木曜日）
会場　セルディ　リハーサル室
★児玉地域包括支援センター☎�１５４５

⑤オレンジカフェにって　
日程　平成30年１月17日㈬
会場　仁手公民館
★本庄東地域包括支援センター安誠園　
　　　　　　　　　　　　　　☎�６２６２

《①～⑤共通》
時間　午後１時30分～３時30分　
※出入り自由です。都合の良い時間にお越しください。
対象　認知症の人やご家族及び認知症や介護に関心
　のある市内在住・在勤者
費用　１人100円　　申込　不要

はにぽんチャレンジ対象事業
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２
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２
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　人事行政の運営における透明性を高めるため、平成28年度の市職員の採用・退職・給与などの状況につい
て、次のとおり公表します。
※特に記述のないものは、平成28年４月１日現在の状況です。　　　　　　　　★行政管理課☎�１１６０
１　職員の任免及び職員数に関する状況
⑴　採用の状況（平成28年度）

事務職 技術職
（土木）

技術職
（建築） 保健師 保育士 合計

採用者数 11(６) 人 2(0) 人 1(0) 人 3(2) 人 2(2) 人 19(10)人
注　（　）内は、女性の数で内書きとなっています。

⑵　再任用職員の状況
　　平成28年度の再任用職員は13人(うち女性４人)でした。

⑶　退職の状況（平成28年度）
事務職 技術職 技能労務職 合計

定年退職 13(2)人 0 人 0 人 13(2)人
勧奨退職 2(1)人 2(2)人 0 人 4(3)人

自己都合退職 0 人 2(2)人 1(0)人 3(2)人
その他(死亡、免職等) 1(0)人 1(0)人 0 人 2(0)人

計 1６(3)人 5(4)人 1(0)人 22(7)人
注　（　）内は、女性の数で内書きとなっています。

⑷　部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

部門　　　　　　
区分 職　員　数 対前年

増減数平成27年 平成28年

普
通
会
計

一
般
行
政

議 会 ６人 ６人 ０人
総 務 133人 13６人 ３人
税 務 52人 51人 −１人
民 生 9６人 100人 ４人
衛 生 3６人 3６人 ０人
労 働 １人 １人 ０人
農林水産 17人 17人 ０人
商 工 ５人 ５人 ０人
土 木 ６5人 ６3人 −２人

計 411人 415人 ４人
教 育 57人 54人 −３人
小 計 4６8人 4６9人 １人

公
営
企
業
等
会
計

水 道 1６人 15人 −１人
下 水 道 1６人 15人 −１人
そ の 他 34人 34人 ０人
小 計 ６６人 ６4人 −２人

合 計 534人 533人 −１人

⑸　級別職員数の状況
　①　一般職
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
８級 部長・局長・支所長 11人 2.1％
７級 次長・参事 ５人 0.9％
６級 課長・副参事 42人 8.0％
５級 課長補佐・主幹 89人 17.0％
４級 係長・主査 155人 29.5％
３級 主任・専門員 82人 15.６％
２級 主事・技師 117人 22.3％
１級 主事補・技師補 24人 4.６％

　②　技能労務職
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
３級 自動車運転手・技能

員・用務員・調理員・
専門員

８人 100.0％
２級 ０人 -％
１級 ０人 -％
注１ 職員数の合計は533人です。
　２ 本庄市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　３ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

２　職員の給与の状況
⑴　人件費の状況（平成28年度　普通会計決算）
住民基本
台帳人口

(平成28年度末)

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
平成27年度
の人件費率

人
78,781

千円
29,785,2６2

千円
2,757,484

千円
3,894,６45

％
13.1

％
12.2

注１　人件費とは、常勤の職員に対する給料、職員手当及び共済費、　
　　　非常勤特別職の職員に対する報酬、社会保険料等をいいます。
　２　普通会計とは、一般会計、特別会計等の各会計で経理する事業
　　　の範囲が、各自治体で異なっているため、統一的な基準で整理
　　　して比較できるようにした統計上の会計区分をいいます。

⑵　職員給与費の状況（平成28年度　普通会計決算）

職員数
Ａ

給　与　費 一人当たり
給与費
Ｂ／Ａ給　　料 職員手当 期末・勤勉

手当
計
Ｂ

人
4６9

千円
1,781,538

千円
202,454

千円
６90,12６

千円
2,６74,118

千円
5,702

注　１　職員数は、平成28年４月１日現在で普通会計に属する一般職
　　　の人数です。
　　２　給与費については、再任用短時間勤務職員の給与費が含まれ
　　　ていますが、職員数には当該職員を含んでいません。

⑶　平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 41.6歳 317,526円 363,708円
注　一般行政職とは、国の指定統計調査である地方公務員給与実態調
　　査等において職種を区分する際に用いられるもので、企業職、技
　　能労務職、教育職等を除いた職員をいいます。

⑷　初任給の状況（平成28年度）
区　分 大学卒 短大卒 高校卒

一般行政職 184,800円 164,700円 150,500円

⑸　期末手当・勤勉手当の状況（平成28年度）
区　分 6 月期 12 月期 計

期末手当 1.225月分 1.375月分 2.60月分

勤勉手当 0.80月分 0.90月分 1.70月分

⑹　特別職等の報酬等の状況（平成28年度）
区　分 報酬月額等

給
料

市 長
副 市 長
教 育 長

890,000円
756,000円　}　注１　減額あり
697,000円

報
酬

議 長
副 議 長
議 員

425,000円
374,000円
353,000円

期
末
手
当

市長・副市長・教育長 4.25月分　注２　減額あり
議長・副議長・議員 4.25月分

注１　給料について、下記のとおり減額措置を行いました。
　　 　市長は10％　副市長及び教育長は５％
　２　期末手当について、下記のとおり減額措置を行いました。
　　　市長は20％　副市長及び教育長は10％

本庄市人事行政の運営等の状況を公表しますより身近な市民の足へ

はにぽん号・もといずみ号＆はにぽんシャトル
★企画課☎㉕１１５７

【懸賞クイズ】　
　はにぽん号、はにぽんシャトルの名称になってい
る本庄市マスコット「はにぽん」のモチーフはなん
でしょうか。次の３つの中から選んでください。
①かぶとむし　②ドーナッツ　③はにわ　

ヒント
ぼくはみんなを笑顔にするた
め、1400 年前の本庄からタイ
ムスリップしてきたんだ！

【応募方法】①住所②名前③年齢④クイズの答え⑤はに
ぽん号・もといずみ号・はにぽんシャトルへのご意見・
ご感想を記入のうえ、はがき又は電子メールで下記へ　
【応募期間】11月30日㈭まで（必着）
【当選者数】クイズ正解者のうち10名（多数の場合抽選）
【当選発表】12月上旬、回数乗車券（1,000円分）の発送
により、発表に代えさせていただきます。
【注意事項】ご応募は、1人1回とさせていただきます。
【応募先】「本庄市役所企画課　はにぽん号クイズ係」
　〒367-8501　本庄市本庄３-５-３
　 	hanipon5@city.honjo.lg.jp

「はにぽん号」の停留所の名称が
変更になりました

　右表のとおり、はにぽん号の停留所の名称が
１か所変更になりました。
　ご予約の際は、新名称にてご予約ください。

旧停留所名称 逸
へ ん み じ び い ん こ う か い い ん

見耳鼻咽喉科医院

新停留所名称 駅
えきなんこうえんひがし

南公園東

変更日 11 月１日㈬

運行区域 本庄地域共通

 ▼はにぽん号・もといずみ号
予約を受けて、停留所から停留所まで送迎する乗合バスです。市内を４区域（本庄北、本庄南、
児玉市街地、児玉山間）に分けて運行しています。

■利用料金（１回あたり）：中学生以上 300 円、小学生 150 円（回数乗車券の割引料金あり）

■予　　約：予約センター☎㉑７７９７　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■運行・予約時間：午前８時～午後５時／日曜・休日・年末年始は休み
※ 「はにぽん号・もといずみ号」利用ガイドは、市役所・
アスピアこだま・図書館・公民館などにあります。

 ▼はにぽんシャトル
本庄駅南口～本庄早稲田駅北口に設置されている停留所間を
ワゴン車で送迎するバスです。
年中無休の定期運行で、予約は不要です。
■運行時間：午前９時～午後７時

■利用料金（１回あたり）：中学生以上 200 円、小学生 100 円（回数乗車券の割引料金あり）
※時刻表は駅に置いてあります。ぜひご利用ください。

回数乗車券（1,000 円分）プレゼント‼︎
クイズに答えて無料で乗ろう

誰もが出歩きやすいまちになるよう、「はにぽん号・もといずみ号」・「はにぽんシャトル」は市民の足とし
て運行されています。現在利用している方もそうでない方も、ぜひお気軽にご利用ください。
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Hot Space　ほっとひと息、ホットな話題　　

　市内在住で大正６年生ま
れの高橋	ムラさんがめでた
く100歳を迎えられました。
大正・昭和・平成と３つの
時代を歩んできた高橋さん
に、お祝いの「寿状」が贈
られました。

祝百賀

高橋	ムラさん
（千代田）

叙位叙勲
　去る８月15日に逝去され
た元児玉小学校長の上田裕
二氏の功績に対し、正七位
瑞宝双光章が授与されまし
た。ご冥福をお祈りいたし
ます。 故	上田	裕二さん

（児玉町八幡山）

市内小学校で運動会
熱き闘いが繰り広げられる
　市内の各小学校で、9月16日・30日に開催された運動
会。写真は児玉小運動会の様子。児玉小では、「協力し　
全力魂ぶつけあい　思い出に残る　運動会」をスローガン
に、リレー、綱引き、玉入れなどのさまざまな競技が行
われました。種目「協働～One for all All for one～」で
は、５・６年生がそれぞれ力を合わせて美しい組体操を披
露し、観客を湧かせました。 組体操の後、各班は思い思いのポーズを決める。この班

は、ジャンプで感謝の気持ちを表現した

食べて、触れて、楽しく体験
食と農のフェスティバル２０１７
　10月21日に、食と農のフェスティバル2017が本庄早稲田
国際リサーチパークで開催されました。当日はあいにくの
雨天となり、主に屋内でのイベント実施となりましたが、
多くの方が来場し、生産者から自慢の食材の説明を受け買
い求めたり、食育体験としてペットボトルピザを楽しそう
に作ったりするなどして、大人も子どもも「食」を楽しん
でいました。 「本庄農業女子」ブースでは、色とりどりの新鮮野菜や

花などを多くの方が買い求めていた

本庄市初のスポーツ世界大会
第３回コンバットレスリング世界選手権が開催
　10月21日・22日の両日、シルクドームで開催された「第
３回コンバットレスリング世界選手権大会」。組み、投げ、
抑え、関節技や絞め技で「一本」をとるこの競技。本庄市初
のスポーツの世界大会となったこの大会には、海外から多
くの選手が集まり、２日間に渡り世界一の称号をかけて激
しい闘いが繰り広げられました。コンバットレスリングを
通して、国境を越えたスポーツの輪が広まっています。 観ているだけで力が入ってしまうような、身体と身体の

ぶつかり合いは迫力満点

でんごん広場
みなさんの情報交換の場　 行 ＝行事

本庄市児玉郡合唱連盟・本庄市民文化会館主催
第35回本庄市児玉郡合唱祭　 行

日時　11月19日㈰　正午～午後４時30分
会場　市民文化会館　費用　無料
定員　なし　申込　不要。当日直接会場へ
問合せ　中山☎�０４０３

本庄で映画『この世界の片隅に』を見る会主催
映画『この世界の片隅に』上映会　 行

日時　11月23日㈷　午後２時30分～４時40分
会場　市民文化会館　費用　一般　1,200円
定員　1,000人
申込　11月22日㈬までに下記へ電話又は直接会場へ
問合せ　cafeNINOKURA☎�７８７８

本庄九条の会設立11周年記念講演会　 行

日時　12月10日㈰　午後２時～５時
会場　市民文化会館　費用　500円（当日券700円）
定員　なし　申込　12月９日㈯までに電話で下記へ
問合せ　田中☎�１７３９

はにぽんフェスティバル２０１７
広報観光大使の就任とはにぽん
の誕生日を祝う
　10月１日、シルクドームで「はにぽん
フェスティバル2017」を、広報観光大使
就任式とはにぽんの誕生日セレモニーの
二部構成で開催しました。
　第一部の広報観光大使就任式には、水
戸ホーリーホックの内田航平選手、乃木
坂46の井上小百合さんが参加し、市長か
ら委嘱状が渡されました。
　第二部では、県内外から集まった22体
のゆるキャラ®が、ミニゲームやＰＲタ
イムでかわいらしい姿を見せ、来場者た
ちを和ませました。誕生日セレモニーで
は、広報観光大使の井上さんとゆるキャ
ラ®がバースデーケーキを囲んで、はに
ぽんの誕生日をお祝いしてくれました。

１．広報観光大使が登場す
ると会場からは大きな歓声
が　２．委嘱状とはにぽん
のぬいぐるみを手に記念撮
影　３．イラストのほか、
多くのプレゼントが届いた　
４．ゆるキャラ®勢ぞろい　
５．ミニゲームの大玉ころ
がし　６．バースデーケー
キでお祝い

１ ２ ３

４

５ ６

２年ぶりに石神神社で獅子舞奉納
勇ましい小平獅子舞
　10月17日に児玉町小平の石神神社で例大祭が行われ、獅
子舞が奉納されました。江戸時代から続くこの獅子舞は小
平獅子舞と呼ばれ、春は日本神社、秋は石神神社に奉納さ
れます。当日は秋平さくら保育園で園児たちに獅子舞を披
露し、その後石神神社へ。昨年は雨のため石神神社で獅子
舞を舞うことができませんでしたが、２年ぶりに石神神社
で獅子舞が披露されました。 五穀豊穣の感謝を込めて３頭の獅子が舞う
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全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
の
全
国
一

斉
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

　
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発

生
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
り

送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急

情
報
を
、
確
実
に
み
な
さ
ん
へ

お
伝
え
す
る
た
め
、
全
国
一
斉

の
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
14
日
㈫

　
午
前
11
時
ご
ろ
１
回
実
施

情
報
伝
達
手
段　

　
防
災
行
政
無
線
の
放
送
及
び

　
防
災
行
政
無
線
メ
ー
ル
配
信

　
サ
ー
ビ
ス

内
容　
防
災
行
政
無
線
か
ら
毎

　
日
午
後
５
時
に
行
っ
て
い
る

　
定
時
試
験
放
送
と
同
じ
く
ら

　
い
の
音
量
で
一
斉
に
放
送

※
メ
ー
ル
は
放
送
と
同
一
の
内

容
で
配
信
し
ま
す
。

※
当
日
の
災
害
の
発
生
状
況
、

気
象
状
況
等
に
よ
っ
て
は
、
試

験
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

★
危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保

険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
で
す

　
所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
民

税
・
県
民
税
申
告
の
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
、
納
付
額
が
申

告
で
き
ま
す
。
納
付
し
た
方
に

は
、
参
考
資
料
と
し
て
納
付
額

通
知
書
を
平
成
30
年
１
月
下
旬

に
、
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
年
末
調
整
の
際
に
納

付
額
が
分
か
ら
な
い
方
に
は
、

各
担
当
課
窓
口
で
も
納
付
額
通

知
書
を
交
付
し
ま
す
。

用
意　
運
転
免
許
証
や
保
険
証

　
な
ど
本
人
が
確
認
で
き
る
も

　
の
（
窓
口
に
来
た
方
と
納
付

　
さ
れ
た
方
が
同
一
世
帯
で
な

　
い
場
合
は
委
任
状
も
必
要
）

※
年
金
か
ら
差
し
引
き
（
特
別

徴
収
）
さ
れ
て
い
る
納
付
額
に

つ
い
て
は
市
か
ら
通
知
書
の
郵

送
及
び
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

年
金
保
険
者
（
日
本
年
金
機
構

等
）
か
ら
郵
送
さ
れ
る
源
泉
徴

収
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★(

国
民
健
康
保
険
税)

　
収
納
課
☎
�
１
１
８
１

　
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

　
保
険
課
☎
�
１
２
４
５

　
（
介
護
保
険
料
）

　
介
護
保
険
課
☎
�
１
７
１
９

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　 ★秘書広報課☎�１１５５

市長コラム
しんげの一言メッセージ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

本
庄
市
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
委
員
募
集

　
子
育
て
世
帯
の
支
援
を
総
合

的
に
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
策

定
し
た
「
本
庄
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
つ
い

て
、
点
検
、
評
価
を
実
施
し
、

変
更
等
に
関
し
て
審
議
を
行
い

ま
す
。
こ
の
計
画
等
に
対
す
る

ご
意
見
を
い
た
だ
く
、
本
庄
市

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　
２
名

任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

応
募
資
格
（
次
の
す
べ
て
に
該

　
当
す
る
人
）　

・
市
内
在
住
の
小
学
６
年
生
ま

　
で
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護

　
者　

・
平
日
に
開
催
さ
れ
る
会
議
に

　
出
席
で
き
る
人　

・
子
育
て
支
援
に
理
解
と
関
心

　
の
あ
る
人　

報
酬　
会
議
の
出
席
１
日
に
つ

　
き
６
、
２
０
０
円

応
募
期
限　
11
月
30
日
㈭
必
着

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要

　
事
項
を
記
入
の
上
、
「
子
育

　

て
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

　
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
４
０

　
０
字
程
度
の
文
章
を
添
え
て
、

　
持
参
、
メ
ー
ル
、
郵
送
に
て

　
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
等
は
左
記
に
設
置
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
。
審
査
結
果
は
、

後
日
、
全
員
に
連
絡
し
ま
す
。

郵
送
先

　
〒
３
６
７
―
８
５
０
１

　
本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３　

　
本
庄
市
役
所
子
育
て
支
援
課

メ
ー
ル　

kosodate@
city.

　

honjo.lg.jp

★
子
育
て
支
援
課☎

�
１
１
３
０

公
民
館
長(

非
常
勤)

を
募
集

　
市
内
の
公
民
館
を
管
理
運
営

す
る
と
と
も
に
、
公
民
館
を
拠

点
と
し
た
社
会
教
育
及
び
生
涯

学
習
の
事
業
を
企
画
・
実
施
す

る
公
民
館
長(

非
常
勤)

を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
数　
７
名

任
期　
平
成
30
年
４
月
〜
平
成

　
32
年
３
月

応
募
資
格　
市
内
在
住
の
65
歳

　
（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
）

　
以
下
の
方
で
社
会
教
育
及
び

　
生
涯
学
習
に
積
極
的
に
活
動

　
で
き
、
所
定
の
日
時
に
勤
務

　
で
き
る
方

応
募
方
法　
本
庄
公
民
館
、
生

　
涯
学
習
課
（
市
役
所
４
階
）

　
お
よ
び
セ
ル
デ
ィ
で
募
集
要

　
領
等
を
配
付
し
ま
す
の
で
、

　
応
募
用
紙
、
応
募
作
文
お
よ 

　
び
自
己
Ｐ
Ｒ
シ
ー
ト
を
作
成

　
し
て
直
接
左
記
へ

※
募
集
要
領
等
は
本
庄
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

応
募
先　

　
本
庄
公
民
館
、
生
涯
学
習
課
、

　
セ
ル
デ
ィ

申
込
期
間　
11
月
30
日
㈭
〜
12

　
月
15
日
㈮

※
選
考
は
書
類
審
査
、
面
接
審

査
に
よ
り
行
い
ま
す
。

★
生
涯
学
習
課
☎
�
７
３
８
３

廃
棄
物
の
屋
外
焼
却(

野
焼

き)

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

　
庭
先
や
空
き
地
な
ど
で
、
ご

み
を
燃
や
す
こ
と
は
、
煙
や
に

お
い
、
灰
の
飛
散
な
ど
に
よ
っ

て
近
所
迷
惑
に
な
る
ば
か
り
で

な
く
、
有
害
な
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
の
発
生
、
ｐ
ｍ
２
．
５
な
ど

の
微
粒
子
状
物
質
の
発
生
原
因

に
も
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

一
部
の
例
外
を
除
き
、
屋
外
焼

却
は
法
令
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ご
み
は
家
庭
で
焼
却
せ
ず
、

認
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
収
集
場

所
に
出
す
な
ど
適
正
に
処
理
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

★
環
境
推
進
課
☎
�
１
１
７
３

　
環
境
産
業
課
☎
�
１
３
３
４

「
学
校
給
食
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
」
入
選
作
品
の
展
示
を
行

い
ま
す

日
時　
11
月
28
日
㈫
〜
12
月
５

　
日
㈫　
午
前
８
時
30
分
〜
午

　
後
５
時

会
場　
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

★
本
庄
上
里
学
校
給
食
セ
ン
タ

　
ー
☎
�
２
６
２
１

本
庄
総
合
公
園
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
の
紅
葉
し
た
イ
チ
ョ
ウ
並

木
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す

　
昼
と
は
違
う
姿
に
一
変
し
た

黄
金
色
に
輝
く
イ
チ
ョ
ウ
並
木

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
間　
11
月
上
旬
〜
12
月
上
旬

※
気
候
の
変
化
に
よ
っ
て
は
前

後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

時
間　
日
没
〜
午
後
９
時
頃

　
★
清
香
園
・
東
京
ド
ー
ム
ス
ポ

　
ー
ツ
共
同
体
代
表
・
㈱
清
香

　
園
☎
�
３
４
１
４

本庄市広報観光大使について
　10月１日、はにぽんフェスティバル2017をシルク
ドームで開催しました。当日は第一部として、本庄
市広報観光大使就任式とトークショーを、第二部で
ははにぽんのお誕生会に全国から22体のゆるキャラ
に駆けつけていただき、とても盛大にフェスティバ
ルを実施することができました。運営に当たった関
係者と当日ご来場いただいた３千人におよぶ市内外
の皆さまに心から御礼申し上げます。
　広報観光大使就任式では、プロサッカー水戸ホー
リーホックの内田航平選手とアイドルグループ 乃
木坂4６の井上小百合さんに大使就任の委嘱状を交付
し、本庄絣

かすり

の名刺入れと広報観光大使の名刺を差し
上げました。合わせて内田選手には「本庄市スポー
ツアンバサダー」を、井上さんには「はにぽんアン
バサダー」をお引き受けいただきました。続いての
トークショーでは、生まれ育った本庄の思い出の場
所のお話や、自分の夢の実現に対するお話を通して
お二人のとても素直で意欲的な人柄、そして周囲へ

の感謝の心を忘れない温かい気持ちが会場に伝わっ
たと思います。参加予定だった俳優の清水章吾さん
は、当日は体調不良のため急きょ欠席となってしま
い残念でした。
　なお、演歌歌手の松川未樹さんと女優の黛英里佳
さんには、それぞれ９月中に委嘱状を交付し、当
日はビデオメッセージを頂戴しました。広報観光大
使就任について、松川さんからは「塙保己一先生の
生誕の地である本庄で培った高い志を諦めない気持
ちを大事にしながら、本庄をＰＲしていきたい。」、
黛さんからは「育ててもらった本庄市に恩返しがで
きて光栄。本庄市には魅力がたくさんあるので発信
していきたい。」と抱負を語ってくれました。お二
人から本庄市の魅力をどんどんPRし、市民にもっと
もっと本庄市に誇りを持っていただきたいとのお話
を伺え、とても有難くまた心強く感じております。
　今後とも広報観光大使の方々にはそれぞれの分野
で大いにご活躍されながら、本庄市の魅力を市内外
に大いに発信していただければと思っております。
                                       本庄市長 



くらしの情報 Station

17 平成29年11月１日号 16

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　 ★秘書広報課☎�１１５５

シ
ニ
ア
の
た
め
の
面
接
対
策

セ
ミ
ナ
ー
＆
合
同
企
業
面
接

会日
時　
11
月
28
日
㈫　

面
接
対
策
セ
ミ
ナ
ー　

　
午
後
０
時
30
分
〜
１
時
10
分

企
業
説
明
会　

　
午
後
１
時
10
分
〜
２
時　

合
同
企
業
面
接
会　

　
午
後
２
時
〜
４
時

会
場　
熊
谷
市
立
商
工
会
館

対
象　
原
則
60
歳
以
上
の
シ
ニ

　
ア

定
員　
50
名
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

参
加
企
業　
10
社　

※
決
定
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w

w.careercenter-
branch.com

）
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

持
物　
筆
記
用
具

※
履
歴
書
の
ご
持
参
を
お
勧
め

し
ま
す
。　

※
面
接
に
準
ず
る
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

申
込　
電
話
で
左
記
へ　
　

★
埼
玉
県
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

　
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
８
―
７
８

　
０
―
２
０
３
４
（
土
・
日
・

　
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午

　
後
５
時
）

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

の
実
施

　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、

女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
に
つ
い
て
、
多
く
の
方

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
を

設
定
し
、
専
用
相
談
電
話
に
よ

る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　
11
月
13
日
㈪
〜
19
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
11
月
18
日
㈯
及
び
19
日
㈰
は

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
。

電
話
番
号　
０
５
７
０
―
０
７

　
０
―
８
１
０

相
談
担
当
者

　
法
務
局
職
員
と
人
権
擁
護
委

　
員
が
対
応
し
ま
す
。
秘
密
は

　
厳
守
し
ま
す
。

★
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権

　
擁
護
課
☎
０
４
８
―
８
５
９

　
―
３
５
０
７

年
末
一
日
公
庫
（
融
資
相
談

会
）
の
ご
案
内

　
本
庄
商
工
会
議
所
で
は
、
関

東
信
越
税
理
士
会
本
庄
支
部
と

共
催
で
融
資
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

※
ご
相
談
の
結
果
、
お
客
様
の

ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

日
時　
11
月
17
日
㈮　
午
前
10

　
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

　
時

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

会
場　
本
庄
商
工
会
議
所
会
館

内
容　
融
資
制
度
の
案
内
、
融

　
資
の
申
込
及
び
相
談

費
用　
無
料

用
意　
確
定
申
告
書
及
び
決
算

　
書
２
期
分
、
社
判
、
印
鑑
な

　
ど
（
予
約
時
に
ご
確
認
く
だ

　
さ
い
）

★
本
庄
商
工
会
議
所
☎
�
５
２

　
４
１

　
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
熊
谷

　
支
店
☎
０
４
８
―
５
２
１
―

　
２
７
３
１

県
立
特
別
支
援
学
校
塙
保
己

一
学
園
（
盲
学
校
）
高
等
部

専
攻
科
入
学
者
の
募
集

　
高
等
部
専
攻
科
で
は
視
覚
障

害
（
全
盲
又
は
弱
視
）
の
10
代

か
ら
60
代
の
方
が
、
あ
ん
摩
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
、
は
り
、

き
ゅ
う
の
技
能
を
修
得
し
て
い

ま
す
。
卒
業
時
に
は
国
家
試
験

の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
、
免
許

取
得
後
は
病
院
や
介
護
施
設
等

へ
の
就
職
、
治
療
院
開
業
、
進

学
等
の
道
が
ひ
ら
け
ま
す
。

対
象

　
県
内
在
住
で
①
②
の
条
件
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

①
両
眼
の
矯
正
視
力
が
概
ね
０
．

　
３
未
満
の
方
又
は
、
矯
正
視

　
力
が
０
．
３
以
上
の
方
で
、

　
盲
学
校
の
教
育
を
受
け
る
こ

　
と
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
で

　
き
る
方

※
身
体
障
害
者
手
帳
を
未
取
得

の
方
も
含
む
。

②
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
、

　
も
し
く
は
平
成
30
年
３
月
卒

　
業
見
込
み
の
方
、
又
は
こ
れ

　
ら
の
者
と
同
等
以
上
の
学
力

　
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

募
集
期
間

第
１
次
募
集　
〜
11
月
17
日
㈮

第
２
次
募
集　
１
月
９
日
㈫
〜

　
19
日
㈮

応
募
先　
県
立
特
別
支
援
学
校

　
塙
保
己
一
学
園

※
受
付
は
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
４
時
30
分
。

※
第
１
次
募
集
で
募
集
人
数
に

達
し
た
場
合
、
第
２
次
募
集
は

行
い
ま
せ
ん
。

相
談
・
見
学　
随
時
受
付
。
詳

　
し
く
は
左
記
へ

★
県
立
特
別
支
援
学
校
塙
保
己

　
一
学
園
☎
０
４
９
―
２
３
１

　
―
２
１
２
１
・
蕭
０
４
９
―

　
２
３
９
―
１
０
１
５

防
火
標
語
（
平
成
２9
年
度
全
国

統
一
防
火
標
語
）

『
火
の
用
心　
こ
と
ば
を
形
に

　
習
慣
に
』　

実
施
期
間　
11
月
９
日
㈭
〜
15

　
日
㈬

重
点
目
標

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
乾
燥
時
及
び
強
風
時
火
災
発

　
生
防
止
対
策
の
推
進

③
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

④
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け

　
る
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

⑤
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向

　
け
た
取
組
の
推
進

⑥
多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し

　
に
対
す
る
火
災
予
防
指
導
等

　
の
徹
底

★
住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト　

【
３
つ
の
習
慣
】

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

　
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

　
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

　
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

　
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

　
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

　
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

　
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

　
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等

　
を
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

　
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

　
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
た
か
？

　
火
災
か
ら
大
切
な
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

設
置
が
必
要
と
な
る
の
は
寝
室

で
す
。
ま
た
、
寝
室
が
２
階
な

ど
に
あ
る
場
合
は
階
段
に
も
取

り
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
管

内
（
本
庄
市
・
美
里
町
・
神
川

町
・
上
里
町
）
の
設
置
率
は
、

４
年
連
続
埼
玉
県
下
ワ
ー
ス
ト

１
で
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
済
ん
で
い
な
い
方
は
早
急
に

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
既
に
設

置
さ
れ
て
い
る
方
は
定
期
的
な

点
検
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
や
家
電
取
扱
店
、

防
災
設
備
の
取
扱
店
等
で
購
入

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
消
防
本

部
又
は
お
近
く
の
消
防
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予

　
防
課
☎
�
８
３
９
２

普
通
救
命
講
習
会
開
催

日
時　
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　
11
月
17
日
㈮
、
12
月
８
日
㈮
、

　
平
成
30
年
１
月
20
日
㈯
、
２

　
月
16
日
㈮　
午
前
９
時
〜

※
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
、
Ⅲ
及
び

上
級
救
命
講
習
は
団
体
（
15
名

以
上
）
で
の
申
込
み
に
よ
り
随

時
実
施
し
ま
す
。

※
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
に
つ
い
て

も
、
団
体
で
の
申
込
み
に
よ
り

随
時
実
施
が
可
能
で
す
。

会
場　
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本

　
部

対
象　
中
学
生
以
上
の
児
玉
郡

　
市
内
在
住
、在
勤
又
は
在
学
者

内
容　

○
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
個
人
・

団
体
）

・
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

　
用
法
を
含
む
）

・
大
出
血
時
の
止
血
法

・
気
道
異
物
除
去
法

○
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
（
団
体
の

み
）

・
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
の
内
容

・
座
学
・
実
技
の
効
果
測
定

○
普
通
救
命
講
習
Ⅲ
（
団
体
の

み
）

・
小
児
・
乳
児
・
新
生
児
に
対

　
す
る
応
急
手
当

○
上
級
救
命
講
習（
団
体
の
み
）

・
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
〜
Ⅲ
の
内
容

・
傷
病
者
管
理
法
等

定
員　
各
回
30
名
（
先
着
順
）

申
込　
講
習
Ⅰ
は
、
実
施
日
１

　
週
間
前
、
団
体
申
込
に
よ
る

　
講
習
Ⅰ
〜
Ⅲ
及
び
上
級
講
習

　
は
、
実
施
希
望
日
の
２
週
間

　
前
ま
で
に
左
記
へ

※
講
習
Ⅰ
が
７
名
未
満
の
場
合

に
は
、
実
施
を
見
送
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

※
受
講
申
請
書
は
、
中
央
消
防

署
で
配
付
、
又
は
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
kodam

akouiki.jp/

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部

　
中
央
消
防
署
救
急
係
☎
�
８

　
３
９
５

若
年
者
就
職
面
接
会
を
開
催

日
時　
11
月
21
日
㈫　
午
後
２

　
時
〜
４
時　
受
付　
午
後
１

　
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場　
熊
谷
市
立
勤
労
会
館

対
象　
概
ね
45
歳
未
満
の
方

参
加
企
業　
20
社
（
予
定
）

★
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
谷
求
人
部

　
門
☎
０
４
８
―
５
２
２
―
５

　
６
５
６

平
成
２9
年
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
の
実
施

老人福祉センターつきみ荘の休館日　☎�３６９６
６日㈪・13日㈪・20日㈪・27日㈪・12月４日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日　　　☎�８１２６
６日㈪・13日㈪・20日㈪・27日㈪・12月４日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程
16日㈭～19日㈰・12月２日㈯～５日㈫

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

－今月の納税納付〔納期限：11月30日㈭〕－
・下水道負担金 ３期　・国民健康保険税　　　 ５期
・介護保険料　 ５期　・後期高齢者医療保険料 ５期

－市税夜間・休日収納窓口のお知らせ－
日時　11月６日㈪・12月５日㈫　午後５時15分～７時
場所　市役所１階収納課☎�１１２０
　　　アスピアこだま市民福祉課税務係☎�１３３３
日時　10月26日㈰　午前８時30分～午後５時15分
場所　市役所１階収納課
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セ
ル
デ
ィ
シ
ア
タ
ー
を
開
催

　
今
年
の
春
に
公
開
さ
れ
た
映

画
「
Ｓシ

ン

グ

Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
を
上
映
し
ま

す
。
個
性
豊
か
な
動
物
た
ち
が

60
曲
以
上
も
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
歌

い
上
げ
る
ス
テ
ー
ジ
を
大
き
な

ス
ク
リ
ー
ン
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

日
時　
12
月
２
日
㈯

　
　
　
１
回
目　
午
前
10
時
〜

　
　
　
２
回
目　
午
後
２
時
〜

※
上
映
30
分
前
か
ら
入
場
可
。

会
場　
セ
ル
デ
ィ
ホ
ー
ル　

定
員　
各
回
６
０
０
人

費
用　
無
料

★
セ
ル
デ
ィ
☎
�
８
８
５
１

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

「
セ
ル
フ
ケ
ア
研
修
～
ス
ト

レ
ス
対
処
（
自
律
訓
練
法
）

と
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
（
自
己
主

張
）
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
～
」
を

開
催

日
時　
12
月
２
日
㈯　
午
前
９

　
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
活
動

　
室
Ｄ

講
師　
大
小
原　
利
信　
氏

　
（
株
式
会
社
ラ
ポ
ー
ル
企
画

　
シ
ス
テ
ム
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
者

内
容　
日
々
、
ス
ト
レ
ス
と
と

　
も
に
生
活
し
、
自
分
の
気
持

　
ち
を
置
き
去
り
に
し
て
い
ま

　
せ
ん
か
。
ス
ト
レ
ス
の
構
造

　
を
知
り
、
自
分
自
身
の
ス
ト

　
レ
ス
解
消
法
と
し
て
自
律
訓

　
練
法
を
体
験
し
ま
す
。
ま
た
、

　
相
手
に
配
慮
し
な
が
ら
自
分

　
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
で
、

　

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
コ

　
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切

　
さ
を
学
び
ま
す
。

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

※
未
就
学
児
３
人
ま
で
託
児
が

あ
り
ま
す
。
託
児
希
望
者
は
11

月
27
日
㈪
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

費
用　
無
料

申
込　
11
月
７
日
㈫
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
左
記
へ

★
市
民
活
動
推
進
課

☎
�
１
１
１
８

介
護
予
防
講
演
会
を
開
催

　
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
介
護
予
防
に
関
心

を
持
ち
、
実
践
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
12
月
20
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場　
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー

　
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
セ
ン
タ
ー

講
師　
内
田　
陽
子　
氏

　
（
群
馬
大
学
医
学
部
保
健
学

　
科
教
授
）

対
象　
65
歳
以
上
の
市
内
在
住

　
者

演
題 

「
で
き
る
・
支
え
る
」

　
生
活
力
・
頭
脳
力
２
０
１
７

　
年

定
員　
１
０
０
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
11
月
10
日
㈮
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
左
記
へ

★
介
護
保
険
課
☎
�
１
７
２
２

映
画
『
い
た
だ
き
ま
す　
み

そ
を
つ
く
る
こ
ど
も
た
ち
』

上
映
会

　
本
庄
早
稲
田
「
食
の
安
心
＆

安
全・い
ち
ば
の
会
」で
は
、『
は

な
ち
ゃ
ん
の
み
そ
汁
』
の
原
点

と
な
る
高
取
保
育
園
の
日
々
を

描
く
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

の
体
験
型
上
映
会
を
開
催
し
ま

す
。『
そ
の
後
の
は
な
ち
ゃ
ん

の
み
そ
汁
』
併
映
。「
手
作
り

み
そ
玉
」
試
食
付
き
で
す
。

日
時　

○
第
１
回　
11
月
11
日
㈯　
午

　
前
10
時
〜
正
午

○
第
２
回　
11
月
25
日
㈯　
午

　
前
10
時
〜
正
午

会
場　
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー

　
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
セ
ン
タ
ー

定
員　
各
回
80
名
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

申
込　
開
催
日
前
日
ま
で
に
、

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡

　
先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル

　
ア
ド
レ
ス
）
を
記
入
の
う
え
、

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル

　
又
は
電
話
で
左
記
へ

★
（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際

　
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
�
７
４

　
５
５・
蕭
�
７
４
６
５
（
☎：

　
平
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

　
５
時
連
絡
可
）

婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
婚
活
×
リ

ア
ル
謎
解
き
ゲ
ー
ム
」
を
開

催
　
北
部
地
域
地
方
創
生
推
進
協

議
会
で
は
、
結
婚
相
手
を
探
す

「
婚
活
」
と
、
若
者
を
中
心
に

流
行
の
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
「
リ

ア
ル
謎
解
き
ゲ
ー
ム
」
を
融
合

さ
せ
た
、
新
感
覚
の
「
体
験
型

婚
活
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
婚
活
特
有
の
１
対
１
が
苦

手
」「
お
見
合
い
型
婚
活
は
つ

ま
ら
な
い
！
楽
し
く
婚
活
が
し

た
い
！
」
と
感
じ
て
い
る
あ
な

た
！
謎
解
き
後
に
は
食
事
会
も

ご
ざ
い
ま
す
！

　
今
年
の
秋
は
楽
し
く
、
美
味

し
く
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
！
婚
活

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
25
日
㈯　
午
後
４

　
時
〜
８
時
（
予
定
）

会
場　
旧
本
庄
商
業
銀
行
煉
瓦

　
倉
庫

対
象　
独
身
の
男
性
（
北
部
地

　

域
在
住
・
在
勤
）、
独
身
の

　
女
性

※
男
女
と
も
に
20
歳
〜
40
歳

定
員　
男
性
25
名
、
女
性
25
名

　
（
先
着
順
）

参
加
費　
男
性
４
、
０
０
０
円
、

　
女
性
２
、
０
０
０
円

※
食
事
会
費
含
む
。

申
込　
電
話
又
は
左
記
コ
ー
ド

　
か
ら
申
し
込
み

★
エ
ク
シ
オ
ジ
ャ
パ
ン
☎
０
５

　
０
―
５
３
３
１
―
９
４
５
１

※
北
部
地
域
地
方
創
生
推
進
協

議
会
と
は
熊
谷
市
、
本
庄
市
、

深
谷
市
、
美
里
町
、
神
川
町
、

上
里
町
、
寄
居
町
の
７
市
町
に

よ
り
発
足
し
た
地
方
創
生
推
進

を
目
的
と
す
る
協
議
会
で
す
。

本
庄
早
稲
田
の
杜
「
冬
休
み

親
子
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

教
室
」
を
開
催 

　
科
学
の
楽
し
さ
を
親
子
で
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
程　
12
月
26
日
㈫

会
場　
早
稲
田
大
学
本
庄
高
等

　
学
院

費
用　
無
料

申
込　
11
月
18
日
㈯
か
ら
12
月

　
10
日
㈰
ま
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
（http://w

w
w

.how
a

　

rp.or.jp/

）
内
の
応
募
フ
ォ

　
ー
ム
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
応

　
募

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際

　
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
�
７
４

　
５
５
・
蕭
�
７
４
６
５

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の
医

療
講
習
会
を
開
催

日
時　
11
月
25
日
㈯　
午
後
１

　
時
〜
４
時

会
場　
熊
谷
商
工
会
館

対
象　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
及

　
び
そ
の
家
族
、
医
療
・
介
護

　
関
係
者

内
容

○
第
一
部
「
ス
ト
ー
マ
と
共
に

　
―
自
分
ら
し
く
日
常
生
活
を

　
送
る
た
め
に
―
」

○
第
二
部
「
住
み
慣
れ
た
地
域

　
の
医
療
・
介
護
の
上
手
な
利

　
用
の
仕
方
」

○
展
示
会　
メ
ー
カ
ー
・
販
売

　
業
者
に
よ
る
各
種
装
具
の
展

　
示
・
相
談
・
ア
ド
バ
イ
ス
・

　
新
製
品
情
報
な
ど

※
展
示
会
は
午
前
11
時
30
分
か

ら
講
演
開
始
ま
で
と
第
一
部
後

の
休
憩
時
間
に
実
施
。

参
加
費　
無
料

★
（
公
社
）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

　
協
会
埼
玉
県
支
部
☎
・
蕭
０

　
４
８
―
８
３
５
―
５
２
２
６

　
（
受
付
：
火
・
木
曜
日　

午

　
前
10
時
〜
午
後
３
時
、
土
曜

　
日　
午
前
10
時
〜
正
午
）

「
里
親
入
門
講
座
」
を
開
催

　
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
で
家
庭
を
離
れ

て
生
活
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

子
ど
も
が
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
を
家

庭
で
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
里

親
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

「
里
親
制
度
」
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
、「
里
親
入
門
講

座
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
里

親
に
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
10
日
㈰　
午
後
１

　
時
30
分
〜
４
時　

　
受
付　
午
後
１
時
〜

会
場　
熊
谷
児
童
相
談
所　

内
容　
①
里
親
制
度
の
概
要

　
　
　
②
里
親
か
ら
の
体
験
談

費
用　
無
料

申
込　
12
月
８
日
㈮
ま
で
に
電

　
話
で
左
記
へ

★
埼
玉
県
熊
谷
児
童
相
談
所

　
☎
０
４
８
―
５
２
１
―
４
１

　
５
２

県
民
講
座
「
知
っ
て
い
ま
す

か
？
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
基
礎
編
・

子
供
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
編
）
」
の

開
催

　
性
的
少
数
者
、い
わ
ゆ
る「
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
の
方
に
対
す
る
偏
見

や
差
別
を
な
く
す
た
め
に
は
、

当
事
者
を
取
り
巻
く
環
境
や
悩

み
に
つ
い
て
、
周
囲
の
人
々
が

理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
性
的
少
数
者
に
関
す

る
基
本
的
な
理
解
を
進
め
る
た

め
の
県
民
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

○
基
礎
編

【
さ
い
た
ま
会
場
】

　
11
月
28
日
㈫

　
ウ
ィ
ズ
ユ
ー
さ
い
た
ま

【
川
越
会
場
】　
12
月
17
日
㈰

　
ウ
ェ
ス
タ
川
越

【
越
谷
会
場
】　
１
月
28
日
㈰

　
越
谷
市
中
央
市
民
会
館

※
各
会
場
は
同
じ
内
容
。

○
子
供
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
編

【
さ
い
た
ま
会
場
】

　
12
月
７
日
㈭

　
ウ
ィ
ズ
ユ
ー
さ
い
た
ま

【
川
越
会
場
】　
１
月
14
日
㈰

　
ウ
ェ
ス
タ
川
越

※
各
会
場
は
同
じ
内
容
。

《
共
通
》

時
間　
午
後
２
時
〜
４
時

内
容 

原 

ミ
ナ
汰 

氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　
法
人
共
生
社
会
を
つ
く
る
セ

　
ク
シ
ャ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

　
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代

　
表
）
に
よ
る
講
演

申
込　
11
月
９
日
㈭
ま
で
に

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
メ
ー
ル
で

　
左
記
へ

★
県
人
権
推
進
課
☎
０
４
８
―

　
８
３
０
―
２
２
５
５
・
蕭
０

　
４
８
―
８
３
０
―
４
７
１
８・

　
　

a2250-02@
pref.saitam

a.

　

lg.jp

　
人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す
県

民
運
動
強
調
週
間
の
記
念
事
業
・

行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
人
権
啓
発
イ
ベ
ン
ト

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン　
ス
ク
ウ
ェ
ア
」

日
時　
12
月
２
日
㈯　
午
前
10

　
時
〜
午
後
９
時
30
分

会
場　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
羽
生
西

　
コ
ー
ト

内
容

①
ア
ン
ニ
ョ
ン
・
ク
レ
ヨ
ン
さ

　
ん
に
よ
る
人
権
ト
ー
ク
＆
コ

　
ン
サ
ー
ト

②
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
展
示

③
子
供
向
け
工
作
コ
ー
ナ
ー

④
人
権
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映

⑤
コ
バ
ト
ン
、
ム
ジ
ナ
も
ん
と

　
の
ふ
れ
あ
い

※
入
場
無
料
、
事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

★
県
人
権
推
進
課
☎
０
４
８
―

　
８
３
０
―
２
２
５
８

○
人
権
週
間
記
念
行
事

日
程　
12
月
10
日
㈰

会
場　
さ
い
た
ま
市
産
業
文
化

　
セ
ン
タ
ー

内
容

第
一
部　
平
成
29
年
度
全
国
中

　
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　
埼
玉
県
大
会
表
彰
式
（
午
後

　
１
時
〜
２
時
40
分
）

第
二
部　
藪
本 

雅
子 

氏
（
元 

　
日
本
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

　
に
よ
る
講
演
会
（
午
後
３
時

　
〜
４
時
30
分
）

演
題  

「
共
に
生
き
る
社
会
〜

　
障
が
い
者
に
よ
り
そ
う
、
平

　
等
社
会
へ
の
一
歩
〜
」

定
員　
３
０
０
名

※
参
加
無
料
。

★
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権

　
擁
護
課
☎
０
４
８
―
８
５
９

　
―
３
５
０
７

催

し

１２
月
４
日
か
ら
１０
日
は

人
権
週
間
で
す
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本
庄
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

会
長
杯
争
奪
市
民
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
大
会
を
開
催 

 

日
時　
11
月
26
日
㈰

　
受
付　
午
前
９
時

　
開
始　
午
前
９
時
30
分

会
場　
市
民
体
育
館

参
加
資
格　
市
内
在
住
者
及
び 

　
協
会
員
で
構
成
す
る
女
子
チ

　
ー
ム
又
は
混
合
チ
ー
ム

競
技
方
法　
Ｊ
Ｉ
Ａ
ル
ー
ル

参
加
費　
無
料

申
込　
11
月
15
日
㈬
午
後
７
時

　
30
分
か
ら
行
わ
れ
る
市
民
体

　
育
館
で
の
組
み
合
わ
せ
の
際

　
に
申
込

★
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
（
新

　
井
）
☎
�
４
８
８
０

本
庄
市
体
育
協
会
主
催

「
初
心
者
と
小
・
中
学
生
ボ

ウ
リ
ン
グ
教
室
」
を
開
催 

   日
時　
12
月
３
日
㈰

　
　
受
付　
午
前
９
時
30
分

会
場　
児
玉
ス
カ
イ
ボ
ー
ル

対
象　
初
心
者
・
小
・
中
学
生

　
と
そ
の
家
族

講
師　
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟
指

　
導
員

内
容　
１
ゲ
ー
ム
相
当
の
指
導

　
と
練
習
、
２
ゲ
ー
ム
の
大
会

※
小
・
中
学
生
に
は
参
加
賞
が

あ
り
ま
す
。

※
大
会
表
彰
は
小・中
学
生
の
み
。

定
員　
40
名
（
先
着
順
）

申
込　
11
月
８
日
㈬
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

本
庄
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議

会
主
管

「
電
車
で
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室
」

を
開
催

日
時　
12
月
10
日
㈰　
午
前
８

　
時
30
分
集
合　
※
小
雨
決
行
。

集
合
場
所

　
Ｊ
Ｒ
本
庄
駅
改
札
前

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

　
学
者
（
小
学
生
は
保
護
者
同

　
伴
）

コ
ー
ス　
わ
た
ら
せ
渓
谷
鉄
道

　
ト
ロ
ッ
コ
・
足
尾
銅
山
観
光

　

公
園
コ
ー
ス
（
本
庄
駅

⇔
　

高
崎
駅

⇔

桐
生
駅

⇔

わ
た

　
ら
せ
渓
谷
鉄
道
）

定
員　
30
名
程
度

参
加
費　
無
料　

※
交
通
費・入
園
料
は
自
己
負
担
。

用
意　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
服

　
装
、
運
動
靴
、
飲
み
物
、
雨

　
具
、
昼
食
等

申
込　
11
月
10
日
㈮
か
ら
20
日

　
㈪
ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

本
庄
公
民
館　
☎
�
７
３
８
３

◆
本
庄
歴
史
講
座
～
浅
間
山
大

噴
火
と
本
庄
市
～

日
時　
12
月
１
日
か
ら
15
日
ま

　
で
の
毎
週
金
曜
日　
全
３
回

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
12
月
15
日
は
、
会
場
が
旭
公

民
館
と
な
り
ま
す
。

講
師　
新
井　
弘
之　
先
生

内
容　
浅
間
山
焼
け
大
変
記
や

　
地
元
の
古
文
書
を
資
料
と
し

　
て
、
大
噴
火
の
歴
史
と
ふ
る

　
さ
と
と
の
関
わ
り
を
知
る

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
11
月
15
日
㈬
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
土
・

　
日
は
連
絡
不
可
）

本
庄
東
公
民
館
☎
�
３
４
０
４

◆
ク
ラ
ブ
活
動
展
示
発
表
会

日
時　
11
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
19

　
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

内
容　
公
民
館
で
活
動
し
て
い

　
る
会
員
の
作
品
を
展
示
（
フ

　
ラ
ン
ス
刺
繍
、
写
真
、
書
道
、 　

絵
手
紙
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

　
ジ
メ
ン
ト
、他
ク
ラ
ブ
紹
介
）

※
も
れ
な
く
当
た
る
景
品
・
お

茶
・
お
菓
子
も
用
意
、
19
日
お

昼
に
は
特
別
サ
ー
ビ
ス
し
ま
す
。

※
臨
時
駐
車
場
と
し
て
、
本
庄

東
高
校
・
本
庄
東
小
学
校
・
日

の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
に
駐
車
で

き
ま
す
。

◆
そ
ば
打
ち
教
室

日
時　
11
月
26
日
㈰
・
12
月
３

　
日
㈰　
全
２
回　
午
前
９
時

　
〜
午
後
０
時
30
分

講
師　
吉
田　
浩　
先
生　

内
容　
年
越
し
に
備
え
て
そ
ば

　
の
打
ち
方
・
そ
ば
汁
の
作
り

　
方
と
扱
い
を
学
び
、
試
食
し

　
持
ち
帰
る（
各
回
３
人
半
前
）

定
員　
８
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
、
０
０
０
円
（
２
回

　
分
）

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
持
ち
帰

　
り
容
器

申
込　
11
月
10
日
㈮
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
木
・

　
土
・
日
は
連
絡
不
可
）

本
庄
西
公
民
館
☎
�
８
７
８
６

◆
小
学
生
書
き
初
め
教
室　
　

日
時　
11
月
25
日
㈯　
午
前
９

　
時
30
分
〜
11
時
30
分

講
師　
新
井　
弘
之　
先
生

助
手　
長
濱　
和
子　
先
生

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も

の
は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で

す
。
申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午

前
８
時
30
分
か
ら
で
す
。

※
費
用
の
か
か
る
講
座
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
費

用
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

掲
載
の
全
公
民
館
事
業
が　
　

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
）

☎
�
８
８
５
１

◆
児
玉
茶
道
会
主
催
「
秋
の
茶

会
」

日
時　
11
月
12
日
㈰　
午
前
10

　
時
〜
午
後
３
時

費
用　
１
、
０
０
０
円
（
２
席

　
分
の
茶
・
菓
子
代
）

※
申
込
は
不
要
。
当
日
直
接
会

場
へ
。

◆
普
通
救
命
講
習
Ⅲ
（
小
児
、

乳
児
及
び
新
生
児
に
対
す
る
応

急
手
当
）

日
時　
11
月
30
日
㈭　
午
前
10

　
時
〜
午
後
１
時　

講
師　
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本

　
部　
中
央
消
防
署
職
員

内
容　
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

　
の
使
用
法
な
ど
、
い
ざ
と
い

　
う
と
き
に
慌
て
ず
子
ど
も
の

　
命
を
救
う
応
急
手
当
の
方
法

　
を
学
ぶ

※
カ
ー
ド
型
の
修
了
証
が
発
行

さ
れ
ま
す
。

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

※
託
児
あ
り
（
先
着
５
名
）

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
筆
記

　
用
具
、
メ
モ
帳

申
込　
11
月
17
日
㈮
ま
で
に
電

　
話
又
は
直
接
公
民
館
へ

◆
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
ワ
ン
ダ
フ

ル
な
年
賀
状
作
り
）

日
時　
12
月
１
日
㈮
・
８
日
㈮

　
全
２
回　
午
前
９
時
30
分
〜

　
11
時
30
分

講
師　
野
口　
朝
代　
先
生

対
象　
パ
ソ
コ
ン
で
文
字
入
力

　
が
で
き
る
方

内
容　
ワ
ー
ド
で
絵
や
写
真
等

　
を
入
れ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
年

　
賀
状
を
作
る

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
11
月
15
日
㈬
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ

◆
お
正
月
に
も
使
え
る
シ
ュ
ロ

の
カ
ゴ
作
り

日
時　
12
月
４
日
㈪　
午
後
２

　
時
〜
４
時

講
師　
片
桐　
正
富　
先
生

内
容　
お
正
月
の
花
飾
り
や
果

　

物
皿
に
も
使
え
る
カ
ゴ
を

　
シ
ュ
ロ
の
葉
で
編
む

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
０
０
円

用
意　
は
さ
み
、
洗
濯
ば
さ
み

申
込　
11
月
17
日
㈮
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ

◆
は
じ
め
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ　

ビ
ス
ケ
ッ
ト
で
あ
そ
ぼ

う
！

日
時　
12
月
10
日
㈰　
午
前
10

　
時
〜
11
時
30
分

講
師　
東　
禎
章　
先
生

内
容　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ア
プ

　
リ
「
Ｖ
ｉ
ｓ
ｃ
ｕ
ｉ
ｔ
（
ビ

　
ス
ケ
ッ
ト
）
」
を
使
い
、
絵

　
を
描
き
楽
し
み
な
が
ら
プ
ロ

　
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
す
る

対
象　
５
歳
か
ら
小
学
３
年
生

　
ま
で
の
子
ど
も

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
11
月
20
日
㈪
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ

　
　
　
前
川　
容
子　
先
生

内
容　
書
き
初
め
の
習
字
課
題

　
を
練
習
し
作
品
を
仕
上
げ
る

定
員　
30
名
（
３
年
生
以
上
）

費
用　
無
料

用
意　
書
道
用
具
、
書
き
初
め

　
用
紙
、
飲
み
物
、
上
履
き

申
込　
11
月
７
日
㈫
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

　
土
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
終
活
講
座　
　
　
　
　
　
　

日
時　
12
月
４
日
㈪　
午
前
10

　
時
〜
正
午

講
師　
高
橋　
信
介　
先
生

内
容　
終
活
を
学
び
、
老
後
の

　
生
き
方
や
あ
り
方
を
考
え
る

定
員　
30
名

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
11
月
14
日
㈫
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

　
土
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
健
康
作
り
教
室　
　
　
　
　

日
時　
12
月
８
日
㈮　
午
前
10

　
時
〜
正
午

講
師　
小
池　
織
帆　
先
生

　
（
青
木
病
院　
理
学
療
法
士
）

内
容　
第
３
弾
「
肩
・
首
」
生

　
涯
健
康
で
あ
り
続
け
る
た
め

　
の
健
康
講
座

定
員　
60
名
（
先
着
順
）

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
汗
拭

　
き
用
タ
オ
ル

申
込　
11
月
16
日
㈭
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

　
土
・
日
は
連
絡
不
可
）

本
庄
南
公
民
館
☎
�
８
７
８
５

◆
自
彊き

ょ
う術
体
験
教
室

日
時　
11
月
20
日
㈪
・
11
月
27

　
日
㈪　
全
２
回　
午
後
１
時

　
30
分
〜
３
時
30
分

講
師　
堀
口　
緑　
先
生

内
容　
80
歳
以
上
の
方
も
で
き

　
る
、
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
つ

　
ま
先
、
内
臓
ま
で
刺
激
さ
れ

　
る
日
本
古
来
の
健
康
体
操

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
バ
ス
タ
オ
ル
、
汗
拭
き

　
用
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
持
っ

　
て
い
る
人
は
五
本
指
靴
下

申
込　
11
月
９
日
㈭
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
土
・

　
日
は
連
絡
不
可
）

◆
ク
リ
ス
マ
ス
ア
レ
ン
ジ
花
教

室日
時　
12
月
16
日
㈯　
午
後
１

　
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
師　
大
林　
豊
秀　
先
生
、

　
鈴
木　
豊
敏　
先
生
（
小
原

　
流
家
元
教
授
）

対
象　
小
学
生
以
上
（
大
人
も

　
可
）

内
容　
ク
リ
ス
マ
ス
用
の
ア
レ

　
ン
ジ
花
を
作
る

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
５
０
０
円

用
意　
は
さ
み
、
筆
記
用
具

申
込　
11
月
15
日
㈬
か
ら
電
話

　

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
土
・

　
日
は
連
絡
不
可
）

◆
本
庄
南
公
民
館
ク
ラ
ブ
活
動

発
表
会

日
時　
11
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
12

　
日
は
午
後
２
時
ま
で
）

実
演
発
表　
筝
演
奏
、
新
日
本

　
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
着
物
着

　
付
け

作
品
展
示　
木
目
込
み
人
形
、

　
篆
刻
、
陶
芸
、
絵
手
紙
、
ち

　
ぎ
り
絵
、
編
み
物

文
書
発
表　
料
理
、
卓
球
、
社

　
交
ダ
ン
ス
、
ヨ
ー
ガ
、
囲
碁

　
な
ど

※
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
も
あ
り

ま
す
。

旭
公
民
館　
　
☎
�
５
９
４
０

◆
旭
公
民
館
ク
ラ
ブ
発
表
会

日
時　
11
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
26

　
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

実
演
発
表　
カ
ラ
オ
ケ
、
太
極

　
拳
、
茶
道
、
ち
び
っ
こ
英
語
、

　
詩
吟

展
示
発
表　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

　
水
彩
画
、
書
道
、
布
遊
び
、

　
ソ
ー
イ
ン
グ
、
華
道
、
骨
盤

　
体
操
、
ヨ
ガ
、
古
文
書
な
ど

ス
ポ
ー
ツ

公
民
館
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★今月の児童図書
ざんねんないきもの事典 続
 今泉 忠明 監修
列車で行こう！
 櫻井 寛 写真・文
拝啓、お母さん 佐和 みずえ 作
そらの１００かいだてのいえ
 いわい としお 作

★今月の児童図書
よくわかるLGBT
 藤井 ひろみ 監修
光をくれた犬たち盲導犬の一生
 今西 乃子 著
マスターさんとどうぶつえん
 アーノルド・ローベル さく
世界の国ぐに大冒険
 井田 仁康 監修

新 着 図 書 案 内 イ ベ ン ト

児 玉 分 館

本　　館

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
　　　　　木・金曜日のみ午後８時閉館（本館のみ）
休 館 日／毎週月曜日、30日㈭（館内整理日）
ホームページアドレス／https://www.lib.honjo.saitama.jp/

たのしいおはなし会

 絵本と
 わらべうたのおはなし会

世界をまどわせた地図

看取るあなたへ

ボンネットの下をのぞいてみれば…

すっぱりめがね

エドワード・ブルック＝ヒッチング 著
日経ナショナルジオグラフィック社

秋山正子ほか 著 河出書房新社

エスター・ポーター 文 六耀社

藤村 賢志 作　教育画劇

かつては存在する
と思われていた国、
島、大陸、種族など。
古地図に描かれた
幻の世界を、写真・
図版とともに読み
解く。

人はどのように生き、
最期を迎えるのだろ
う？終末期医療の最
前線に立つ２０人が、
その死生観を綴る。
大事な人とともに今
を生きるためのヒン
トが満載。

ぼくの持ってる不思
議な「すっぱりめが
ね」。このめがねを
かけてのぞくと、な
んでもすっぱり。中
身が見えるんだ。腕
時計、ピアノ、くる
ま…。

街の中をかっこよく
走っている車。車の
なかっていったいど
うなっているのだろ
う。見たこともない
ような部品があるの
だろうか？車の内部
をのぞいてみよう！

★今月の一般図書
図書館と江戸時代の人びと
  新藤 透 著
埼玉地名の由来を歩く
 谷川 彰英 著
世界の服飾文様図鑑
 文化学園服飾博物館 編著
本庄のむかし　こぼれ話
 柴崎 起三雄 著

★今月の一般図書
裏切りのホワイトカード
 石田 衣良 著
星ちりばめたる旗
 小手鞠 るい 著
そっと無理して、生きてみる
 高橋 幸枝 著
定年後 楠木 新 著

図 書 館 だ よ り

対象　保育園・幼稚園入園前の   
　　　お子さんと保護者
内容　絵本の読み聞かせやわら
　　　べうたなど
◇本　館
日時　11月２日㈭　
　　　12月７日㈭
　　　午前11時～11時30分
◇児玉分館
日時　11月８日㈬　
　　　午前11時～11時30分

◇本　館
日時　11月11日㈯
　　　午前11時～11時30分
　　　11月25日㈯
　　　午後２時～２時30分
内容　「世界」をテーマとした
　　　絵本や紙芝居など
協力　よみきかせサークル「本
　　　庄ほんの会」のみなさん
　
◇児玉分館
日時　11月11日㈯　
         午前11時～11時30分
内容　「芸術」をテーマとした
　　　絵本やおはなしなど
協力　こだまお話しの会・語り
　　　の会「ことより」のみな
　　　さん

本館☎�３７４６／児玉分館☎�１７８３

本庄高校図書館地域開放日
（毎週土曜日）

◎午前９時～午後４時45分
　11月18日、12月９日
◎午後１時～４時45分
　11月11日、25日
★本庄高校図書館☎�１１９５

藤
田
公
民
館　
☎
�
２
３
３
２

◆
歩
い
て
発
見
健
康
づ
く
り

「
ミ
ス
テ
リ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

日
程　
11
月
16
日
㈭
・
24
日

　
㈮
・
12
月
８
日
㈮　
全
３
回

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
（
１
回
で
も
可
）

※
少
雨
決
行
。

会
場　
藤
田
公
民
館
集
合
・
解

　
散

内
容　
コ
ー
ス
は
当
日
発
表
。

　
史
跡
の
再
発
見
で
脳
も
体
も

　
活
性
化
す
る
楽
し
い
ウ
ォ
ー

　
キ
ン
グ

講
師　
新
井　
光
夫　
先
生

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
各
回
１
５
０
円
（
保
険

　
代
込
・
拝
観
料
別
）

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
運
動

　
靴
、
帽
子
、
飲
み
物
、
弁
当
、

　
雨
具

申
込　
11
月
７
日
㈫　
午
後
１

　
時
30
分
か
ら
電
話
で
公
民
館

　
へ
（
金
･
土
･
日
は
連
絡
不

　
可
）

※
電
話
の
み
受
付
。

◆
藤
田
公
民
館
ク
ラ
ブ
活
動
発

表
会

日
時　
12
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
３

　
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

※
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
あ
り
。

《
作
品
展
示
》

　
着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
、
ト
ー
ル

ペ
イ
ン
ト
、
日
本
画
、
和
紙
ち

ぎ
り
絵
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
、
木
目
込
み
人
形
、
安

誠
園
・
ひ
ま
わ
り
・
ポ
ノ
ポ
ノ

作
品
・
藤
田
小
俳
句
・
研
究
発

表
等

《
実
演
発
表
》

　
本
庄
市
少
年
少
女
合
唱
団
、

コ
ー
ラ
ス
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー

仁
手
公
民
館　
☎
�
３
５
３
８

◆
正
月
寄
せ
植
え
教
室

日
時　
12
月
14
日
㈭　
午
後
１

　
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
師　
岩
崎　
栄
司　
先
生

内
容　
松
・
竹
・
梅
な
ど
の
入

　
っ
た
豪
華
な
寄
せ
植
え
盆
栽

　
を
作
る

定
員　
12
名 

（
先
着
順
）

費
用　
２
、
８
０
０
円
（
材
料

　
費
）

用
意  

ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、
汚
れ

　
て
も
よ
い
服
装
、
持
ち
帰
り

　
用
袋

申
込　
11
月
20
日
㈪
か
ら
電
話

　
で
公
民
館
へ
（
水
・
土
・
日

　
は
連
絡
不
可
）

※
電
話
の
み
受
付
。

北
泉
公
民
館　
☎
�
２
４
８
４

◆
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
教

室日
時　
11
月
27
日
㈪　
午
後
１

　
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
師　
根
岸　
初
枝　
先
生

内
容　
キ
ャ
ン
ド
ル
の
安
全
な

　
楽
し
み
方
を
学
び
、
可
愛
い

　
サ
ン
タ
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作

　
る

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
８
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具

申
込　
11
月
８
日
㈬
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ

　
（
金
・
土
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
年
越
し
そ
ば
打
ち
教
室

日
時　
12
月
11
日
㈪　
午
前
９

　
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

講
師　
北
泉
公
民
館
ク
ラ
ブ　

　
「
そ
ば
の
花
」
の
皆
さ
ん

内
容　
二
八
そ
ば
の
打
ち
方
、

　
そ
ば
汁
の
作
り
方
を
学
ぶ

※
試
食
、
そ
ば
の
持
ち
帰
り
あ

り
。

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
０
０
０
円
（
材
料

　
費
）

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
筆
記
用
具

申
込　
11
月
13
日
㈪
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
金
・

　
土
・
日
は
連
絡
不
可
）

共
和
公
民
館　
☎
�
０
３
３
７

◆
蕎
麦
処
い
ず
み
亭
で
そ
ば
打

ち
体
験
教
室

日
時　
11
月
22
日
㈬　
午
前
10

　
時
〜
正
午

講
師　
い
ず
み
亭
職
員

会
場　
ふ
れ
あ
い
の
里
い
ず
み

　
亭

内
容　
秋
に
収
穫
し
た
新
そ
ば

　
粉
で
お
い
し
い
そ
ば
を
打
つ

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
０
０
０
円
（
天
ぷ

　
ら
付
き
）

申
込　
11
月
10
日
㈮
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

　
木
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
作
り
教
室

日
時　
11
月
29
日
㈬ 

①
午
前

　
10
時
〜
正
午　
②
午
後
１
時

　
30
分
〜
３
時
30
分

※
ど
ち
ら
か
１
回
を
選
択
。

講
師　
今
村　
悦
子　
先
生

内
容　
ふ
わ
ふ
わ
で
軽
い
、
口

　
当
た
り
の
良
い
ス
イ
ー
ツ
を

　
作
る

定
員　
各
回
９
名
（
先
着
順
）

費
用　
７
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
用

　
タ
オ
ル

申
込　
11
月
11
日
㈯
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

　
木
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
正
月
用
寄
せ
植
え
盆
栽
教
室

日
時　
12
月
６
日
㈬　
午
後
１

　
時
30
分
〜
３
時

講
師　
岩
崎　
栄
司　
先
生

内
容　
お
正
月
を
彩
る
縁
起
植

　
材
で
豪
華
な
盆
栽
を
作
る

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
、
８
０
０
円

用
意　
軍
手
又
は
ゴ
ム
手
袋
、

　
新
聞
紙
（
１
日
分
程
度
）

申
込　
11
月
15
日
㈬
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

　
木
・
日
は
連
絡
不
可
）

児
玉
公
民
館
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ

ま
内
）　
　
　
☎
�
４
７
８
９

　
◆
手
打
ち
お
っ
き
り
こ
み
う
ど

ん
教
室

日
時　
11
月
29
日
㈬　
午
前
９

　
時
30
分
〜
午
後
１
時

講
師　
市
食
生
活
改
善
推
進
員

　
児
玉
支
部

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円
（
材
料
代
）

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
ペ
ッ
ト

　
ボ
ト
ル
（
小
）
、
タ
ッ
パ
ー

申
込　
11
月
15
日
㈬
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

　
木
・
日
は
連
絡
不
可
）　
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ママサロンでは、親子で楽しめる歌や手遊び、絵
本の読み聞かせなどをしています。育児相談も受
けています。初めて参加するママも大歓迎です。

●会場　子育て支援センター（いずみ保育所内）☎�４８９１
日　程 時　間

11月７・14・21・28日の火曜日 午前10時30分～11時30分
※本庄子育てネットのご協力により開催しています。

●会場　本庄市保健センター☎㉔２００３
相談・学級 内　　容 日　　時 申　　込

すくすく相談 身長・体重の計測
育児・栄養相談 11月15日㈬・12月22日㈮

午前９時30分～11時（15分ごとに実施）
※11月15日㈬はアスピアこだまで実施

定員あり。
各実施月の１日から本庄市保健
センターへ
※母乳相談は初回相談者優先。
※電話相談は随時受付中。

母乳相談 母乳に関する相談

おや親タマゴ
「はじめて生活
with ベビー」

ココロもカラダも満タン編
妊娠中の生活・栄養・マタニティ
ビクスなど

12月４日㈪
午前９時30分～11時30分

定員あり（随時受付）
※参加人数や当日の流れにより
終了時刻が超過する場合があり
ます。

やってみよう編
赤ちゃんのお風呂の入れ方
妊娠体験など

12月９日㈯
午前９時30分～11時30分

【リトミック　講師：小川 豊子 先生】
開催日　前原：12月11日㈪　日の出：12月６日㈬
　　　　児玉：12月13日㈬
音楽を使って楽しく子ども
の発達を促します。お話や
お絵かきをしたり、楽器を
持ったり、リズム遊びなど
楽しい時間が過ごせます。

【子育てサロンゆうゆう】
開催日　①前原　	11月10日㈮　日の出　11月15日㈬
　　　　児玉　11月22日㈬　②前原　12月１日㈮
①「話して広げようママ友の輪｣では、子ども達がおも
ちゃ等で遊んでいる間にママ同士でお話しをしていた
だきます。②「楽しいクリスマス｣では、工作や歌で一
緒に遊んで、ひと足早いクリスマスを楽しみましょう。
※子育てサロン「ゆうゆう」は子育て応援団「本庄び
すけっと」のご協力をいただき開催しています。

HAPPY BIRTHDAY　　１１ 月生まれのみんな

今月のオススメ講座！！

【３Ｂ体操　講師：蔵本 祐子 先生】
開催日　前原11月13日㈪　日の出11月20日㈪
　　　　児玉11月15日㈬
誰でも無理なく楽しむことが
できる体操です。音楽に合わ
せてボールなどの用具を使い
ながら、のびのびと身体を動
かしましょう。動きやすい服
装でお越しください。

【スキンシップ遊び　講師：斉藤 小百合 先生】
開催日　前原：12月４日㈪　日の出：12月15日㈮
　　　　児玉：12月８日㈮
親密な大人とのスキンシップを多く取ることで、
愛情が深まる、安心感や信頼感を生み出す、自立
を促す、社会性が高まる、IQが高くなる、ストレ
ス耐性が上がる…などの効果があると言われてい
ます。首のすわったお子さんから参加できます。

ママ
  サロン

育児相談
  ・学級

児童センターは小学生までの子どもたちが自由に集い、遊べる子どものための場所です。また、小さいお
子さんを連れたお母さんたちの交流の場としても自由にご利用ください。
利用時間：月曜日～土曜日 ( 休日・年末年始を除く ) 午前９時～午後５時 

前原児童センター☎�９８２０、日の出児童センター☎�０４２０、児玉児童センター☎�６８０５

子育て支援のお知らせ
児童

センター

つどいの広場　乳幼児の親子が交流
ホームページで詳しくチェック！！

担当の保育士が常駐し、親子でふれあうあそびの講座や育児相談等も受けています。

日時　月・水・金曜日（休日を除く）　

　　　午前９時～午後２時（午前 10 時～ 11 時の間は下記の講座を開催）

親子でふれあうあそびの講座（午前10時～11時）

つどいの広場の中で乳幼児の親子で楽しめる参加自由（内容により制限あり）の講座を開催しています。下記以外にもたく
さんの講座があります。詳しくは各児童センター等で配布するおたより又は市ホームページをご覧ください。

はにぽんチャレンジ対象事業

コアラ
クラス

楽しみながら育児を
学ぶための教室です。

●会場　本庄市保健センター☎�２００３
内容 日　　時 対　　象 申　　込

赤ちゃんのこころ 12月７日㈭　午前10時～11時30分
平成29年５月～
６月生まれのお
子さんとその保
護者

11月17日㈮から本庄
市保健センターへ

ママといっしょに！
親子ふれあい体操 12月13日㈬　午前10時～11時30分

赤ちゃんのからだ 12月15日㈮　午前10時～11時30分
楽しくおいしく！う
きうき離乳食♪ 12月26日㈫　午前９時30分～正午

はにぽんチャレンジ対象

児童センターのイベント

クリスマスかざりをつくろう もちつき＆焼き芋大会
まつぼっくりやフェルトなどを組み合わ
せて、クリスマスにぴったりなかわいい
置物を作りましょう。
日時　11月25日㈯　午後１時30分～
対象　小学生　　
定員　10名(先着順)　費用　100円
用意　はさみ、ハンドタオル、
　　　持ち帰り用の袋
※汚れても良い服装でお越しください。
申込　11月11日㈯午前９時から電話又は　
　　　直接児玉児童センターへ

日時　11月25日㈯　午前11時～　　　　
対象　３歳～小学６年生
定員　100名(先着順）　費用　無料
用意　はし、おわん（割れにくいもの）、
　　　飲み物
※駐車場が狭いため、徒歩又は自転車で
お越しください。
※当日は、後片付け終了まで館内利用は
できません。
申込　11月11日㈯午前９時から電話又は
　　　直接前原児童センターへ

児玉児童センター☎�６８０５　　　　 前原児童センター☎�９８２０　　　　

シネマ de ママビーノ
命の尊さや子育ての楽しさを伝える映画鑑
賞や、本庄駅北口を散策して北口周辺の魅
力を再発見してみませんか。お子さん連れ
も大歓迎です。
日時　11月23日㈷　午前10時～午後２時
　　　(映画上映　午前10時30分～）
会場　旧本庄商業銀行煉瓦倉庫と周辺地域
対象　子育て世代　　費用　無料
上映映画　いのちのはじまり～子育てが未
　来をつくる～（2016 年ブラジル）
※北口周辺マップを配付します。時間内に
旧本庄商業銀行煉瓦倉庫にお立ち寄りくだ
さい。
★本庄ママビーノ実行委員会
　小林（NINOKURA）☎�７８７８

12 月に誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写ったお子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、保護者の氏名、
連絡先を記入のうえ、右記のあて先へ郵送又は直接持参してください。※応募多数の場合抽選（未掲載のお子さんが優先）。応募写真は返却できません。 あ て 先 〒3６7-8501　本庄市本庄3-5-3　本庄市役所秘書広報課広報広聴係☎�1155　※締め切りは11月15日㈬必着です｡

茂
も て ぎ

木　大
た い が

芽ちゃん
２歳　児玉町児玉南

北
きたはし

橋　和
か ず ま

眞ちゃん
４歳　若泉

青
あおやま

山　瑛
え い と

人ちゃん
１歳　見福

細
ほ そ え

江　花
はな

ちゃん
４歳　南

萩
はぎわら

原　希
の ぞ み

美ちゃん
３歳　前原

齊
さ い た

田　喜
き く

公ちゃん
１歳　本庄

小
お ざ わ

澤　陽
ひ お り

栞ちゃん
１歳　下野堂

原
はら

　圭
け い た

汰ちゃん
１歳　北堀

大
お お か わ ら

河原 姫
き せ き

汐ちゃん
２歳　児玉町児玉

早
はやかわ

川　統
と う ま

真ちゃん
１歳　若泉

目
め ぐ ろ

黒 立
りゅうのすけ

之助ちゃん
２歳　日の出

山
やまぐち

口　志
ゆ き と

登ちゃん
１歳　西五十子
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本庄市入学準備金貸付制度

中学校入学時にかかる費用を援助
ひとり親家庭児童就学支度金支給制度

本庄市育英資金貸付制度
　市では、経済的な理由により高校、大学などへの進
学が困難な子どもを持つ保護者に対して、入学に必要
な費用の貸付けを行っています。
　申請書類は、学校教育課（市役所４階）で配布又は
市ホームページからダウンロードできます。
受付期間　１月12日㈮まで
※期間内に申請できない場合はご相談ください。
貸付要件　次の要件をすべて満たす保護者
　①市内に１年以上居住していること
　②高校・大学等への入学が確実であること
　③市税を完納していること
　④所得が基準以内であること
　⑤１人以上の連帯保証人がいること
貸付額
　高校等　250,000円以内
　大学等　500,000円以内
貸付利子　無利子
返済方法　
　貸付終了後６か月を経過
　した月から割賦返済
★学校教育課☎�１１４９

　県では、低所得のひとり親家庭等の児童が中学校へ
入学する際、就学支度金を支給しています。
　対象者は、受付期限までに申請してください。受付
期限を過ぎると、資格があっても支給されませんので
ご注意ください。
※児童扶養手当現況届と同時に申請をした人は、改め
て申請する必要はありません。
受付期限　11月30日㈭
対象　母子家庭の母、父子家庭の父又は父母のない児
　　童を養育している人で、その児童が平成30年４月
　　に中学校に入学予定であり、市町村民税非課税世
　　帯の人（生活保護受給世帯を除く）
支給額　10,000円
申請方法
　振込先金融機関の通帳を持参のうえ下記へ
★子育て支援課（市役所２階）☎�１１３０
　市民福祉課（アスピアこだま内）☎�１３３３　

　市では、就学意欲と能力がありながら、経済的な理
由により高校、大学などでの修学が困難な生徒、学生に
対して、修学に必要な費用の貸し付けを行っています。
　申請書類は、学校教育課（市役所４階）で配布又は
市ホームページからダウンロードできます。
受付期間　随時
※平成30年４月からの貸し付けを希望する人は１月31
日㈬までに申請してください。
貸付用件　次の要件をすべて満たす人
　①市内に１年以上居住している世帯の子
　②学力評価が基準以上であること
　③修学意欲が旺盛で学校長の推薦を受けられること
　④所得が基準以内であること
　⑤２人以上の連帯保証人がいること
貸付額（月額）
　高校等　15,000円以内　
　大学等　30,000円以内
貸付利子　無利子
返済方法
　貸付終了後６か月を経過した月から割賦返済
★学校教育課☎�１１４９

いじめ撲滅
　本庄市は、11月を「いじめ撲滅強調月間」とし、
いじめ防止に向けた取組を重点的に実施します。
　一人で悩まずご相談ください。
電話相談窓口
▶本庄市　子どもの心の相談員（毎週水曜日）
　午後１時30分～５時　☎0495－21－7337
▶よい子の電話教育相談（24時間365日対応）
　・18歳以下の子ども専用（無料）
　　☎＃7300 又は☎0120－86－3192
　・保護者専用（無料）☎048－556－0874
　・メール相談
　　　soudan@spec.ed.jp
▶ヤングテレホンコーナー
　（埼玉県警察少年サポートセンター）
　（月～土／祝日・年末年始を除く午前８時30分～
　　午後５時15分）
　　☎048－861－1152

★学校教育課☎�１１８３
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付
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付
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①
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③
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⑧
市
長
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め
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①
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⑦
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す
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入
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・
保
育
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の
決
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入
所
・
保
育
料
の
決
定
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月
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旬
に
通
知
す
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定
で

す
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※
入
所
の
判
定
は
、
先
着
順
で

は
あ
り
ま
せ
ん
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※
市
外
の
保
育
施
設
入
所
を
希

望
す
る
人
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、
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め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
育
施

設
の
あ
る
市
区
町
村
に
、
受
付

期
間
や
受
付
基
準
等
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
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地域 種類 保育施設名称 定員 受入月齢 所　在　地 電　話

本
庄
地
域

保
育
所
（
園
）

市立いずみ保育所 90 ２か月 小島 5-5-45 �４８９１

旭保育園 106 ２か月 駅南 1-5-20 �３３９８

本庄保育園 150 ５か月 小島 1-5-18 �３９１３

こざくら保育園 200 ３か月 栄 3-6-34 �５８１２

若草保育園 90 ２か月 仁手 669-4 �５００１

梅花保育園 90 ２か月 見福 1-2-7 �４４７４

日の出保育園 100 ２か月 沼和田 1020 �５２６３

みどり保育園 90 ６か月 寿 3-10-30 �５９５７

聖徳本庄保育園 60 ２か月 栄 2-10-14 �４３６５

小島南保育園 70 ２か月 小島南 3-1-5 �５５４３

北泉保育園 120 ２か月 西五十子 620-1 �２５７２

たんぽぽ保育園 75 ２か月 今井 1328 �９８９０

ほほえみ子どもの国保育園 45 ２か月 緑 2-15-5 �１０１８

藤田保育園 60 ２か月 牧西 30 �２８８６

地
域
型

はにぽん保育園 12 ８か月 小島 6-9-15 �０１１１

ふくしまキッズ保育園 20 ６か月 千代田 1-2-20 �２０１０

児
玉
地
域

保
育
所
（
園
）

市立久美塚保育所 90 ２か月 児玉町児玉 2351-1 �４３８６

児玉保育園 170 ９週 児玉町児玉 2448-1 �０１８６

西光保育園 70 ２か月 児玉町塩谷 85-1 �５１４７

西光第二保育園 70 ２か月 児玉町吉田林 447-6 �５４７３

秋平さくら保育園 50 ６か月 児玉町秋山 2527-1 �１１６７
認
定

こ
ど
も
園

コウガの森・共和 62 ２か月 児玉町蛭川 885 �０１０４

児玉桜井幼稚園 45 ８か月 児玉町八幡山 594-2 �０４４３

平
成
30
年
度　

保
育
施
設
の
入
所
受
付
を
開
始

入
所
申
し
込
み
の
際
は
、
必
ず
希
望
す
る
保
育
施
設
を
見
学
し
た

う
え
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※認定こども園は保育利用の申請です。

INFORMATION　　学校教育課

INFORMATION　　子育て支援課
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大腸がん検査キットの提出を
忘れてないですか？
すでに検査キットがお手
元にある人は早めに医療
機関へ提出しましょう。

　健康な人の場合、食べ物が誤って気管支に入りそうにな
ると、自然にむせたり咳が出たりします。これは、肺や
気管を守ろうとする生理的な反応です。しかし、この機能
が弱まると、自らの唾液や食べ物が誤って肺に入り、肺炎
を起こしてしまいます。これを誤嚥性肺炎と言います。そ
の主な原因は、唾液中に含まれる細菌です。特に歯周病菌
の多くは、肺炎の原因ともなるので、歯周病の人ほど誤嚥
性肺炎になるリスクが高くなります。高齢、認知症、脳血
管障害、手術後などで、食べ物がうまく飲み込めない人は、
特に注意が必要です。一般的に加齢によってあごや顔の筋
力や唾液量も徐々に低下するため、高齢者の嚥

え ん か

下機能は弱
まってしまい、誤嚥も増える傾向にあります。また、死亡
者数の死因順位では、肺炎は第３位になっています。肺炎
で死亡される方の約７割が誤嚥性肺炎が原因です。60代か
ら急速に増加傾向が見られますので、誤嚥性肺炎にならな
いためにも嚥下障害に注意しましょう。

嚥下障害の症状
　嚥下障害の症状として、次のような症状には注意が必要
です。
・食事中によくむせたり咳き込んだりする
・水分でむせる、飲み込むときに苦労することがある
・飲み込んだ後も口の中に食べ物が残っている
・薬や食べ物が喉に引っ掛かる
・硬いもの、ぱさぱさした食べ物が食べにくくなった
・食後ガラガラ声になり、よく咳をする

・胸がつかえる感じがする
・食事中に疲れを感じやすい。

予防法について
予防法として、次のような方法が有効です。
①口

こ う く う

腔を清潔に保つ（歯磨き、入れ歯の手入れ）
②食べ物をゆっくりよく嚙んで飲み込む
③食事にとろみをつける
④正しい姿勢で食事をとる（背もたれがあり、ひざが 90
度に曲がる程度の高さの椅子に座る。体を起こして食べる。
頭は少し前かがみで背筋を伸ばし、かかとが床に付く姿勢）
　特に①の口腔を清潔に保つことが大切で、むし歯の治療
や歯周病の治療、入れ歯の治療などをしっかりして、毎
日の口腔清掃により口腔内細菌の量を減らしましょう。そ
して、よく嚙めるようにすることが重要です。また唇、舌、
頬、首などのお口の周りの筋肉を鍛えたり、唾液腺マッ
サージなどをして、食べる筋肉や機能を鍛えることも大切
です。
　美味しく食べ誤嚥性肺炎を予防して、いつまでも健康で
自立した生活ができる健康長寿を目指してください。気に
なる方は、歯科医師に相談してみてください。また寝たき
りなどで通院が困難な方は、本庄市児玉郡地区在宅歯科医
療推進窓口地位拠点（☎０８０－２１６４－８０２０）に
ご連絡ください。専属の歯科衛生士が常駐し、歯科に関す
る相談を受け付けております。
(月～金　午前10時～午後３時　祝日・年末年始除く）

休日・夜間の急病のときは…

★ 119 番は緊急時（火災やけが人など）の受付専
門電話番号です。夜間など、時間外に診療可能な病
院については、児玉郡市広域消防本部指令課（☎�
１１１９）でご案内していますのでご利用ください。
ただし、診療科目によっては県外や児玉郡市以外の病
院をご案内する場合もあります。

医療メモ 本庄市児玉郡歯科医師会　誤
ご

嚥
えん

性肺炎と歯周病について

本庄市保健センター☎�２００３
北堀 1422-1

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所
　（本庄市保健センター内☎�３３２２）
○平日夜間診療
診 療 日　平日の木曜日　診療時間　午後８時～ 10 時
診療科目　内科系疾患
○休日診療
診 療 日　日曜日・休日・年末年始（12/30 ～１/ ３）
診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、
　　　　　午後７時～ 10 時
診療科目　内科系疾患
※健康保険証をご持参ください。診療以外に関するお問い合わせ・
電話相談はご遠慮ください。右記の電話相談をご利用ください。
●在宅当番医療機関

11月３日㈷ 飯塚内科産婦人科 栄１丁目 ☎�６３１１
11月５日㈰ 池田レディースクリニック 小島南３丁目 ☎�２０４８
11月12日㈰ 彩の丘クリニック 上里町神保原町 ☎�７１６６
11月19日㈰ 五十嵐整形外科医院 若泉１丁目 ☎�２３１３
11月23日㈷ うめだクリニック 美里町広木 ☎�４１５１
11月26日㈰ あたご山クリニック 中央１丁目 ☎�８７３３
12月３日㈰ 黒岩整形外科医院 上里町七本木 ☎�０５５１

※診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もあります
ので、確認してからお出かけください。

●困ったときは電話相談を！（相談料無料）
○ほんじょう健康相談ダイヤル24（24時間相談可）
☎０１２０―１２２－８８５（通話料無料）
相談員　看護師・保健師・医師など
対　象　市内在住者
内　容　健康・医療・出産・育児・介護などに関する相
　　　　談、医療機関情報

○｢＃７１１９｣埼玉県救急電話相談（大人・小児共通）
（ダイヤル回線、IP電話、PHSからは☎048-824-4199）
相談時間　24時間365日
※この電話相談は医療行為ではなく、電話でのアドバイ
スにより、相談者の判断の参考としていただくものです。

▼従来同様、下記の電話番号からも利用できます
大人の救急電話相談　＃７０００
小児救急電話相談　　＃８０００又は☎048-833-7911

早期発見で治療が可能になってきた「がん」。
自分のため、大切な人のためにがん検診を受けましょう。

【大腸がん検診】
日程　平成30年３月30日㈮まで
※検査キットの配布は平成30年３月16日㈮まで
申込　指定医療機関に検査キットを提出（予約不要）
※検査キットは、事前に本庄市保健センターに電話で
　申し込み後、郵送します。一度、検査キットを受け
　取った後、再発行を希望する場合は有料（302円）
　となります。

日時　12月25日㈪・26日㈫
　　　受付　午後１時～２時
会場　健診センター(本庄市保健センター内)
対象　今年度40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・
　　　65歳・70歳になる女性
内容　超音波による踵

しょうぶ
部の骨密度測定・結果説明

※必要な人には、医師の指導があります。
定員　90名　検診料　無料
用意　本人確認ができるもの
　　　(健康保険証、運転免許証など）
申込　11月13日㈪から電話又は
　　　直接本庄市保健センターへ
★本庄市保健センター☎�２００３

各種がん検診が無料で受けられます
　各検診とも年度内に１人１回のみの受診です。重複受診した場合は、検診料が全額
自己負担になりますのでご注意ください。
　大腸がん検診以外の検診を受診する際は、受診券が必要です。お手元にない方は、
本庄市保健センターへご連絡ください。

★本庄市保健センター☎�２００３

みんなの健康ガイド
健やかで安心して暮らせるまちへ

がん
検診

はにぽんチャレンジ対象事業

検診の種類 対　　象 内　　容 詳　細

胃がんリスク（ABC） 40 歳以上 血液検査（胃がんのなりやすさを測定）

日程　平成30年３月31日㈯
　　　まで
申込　指定医療機関に事前
　　　予約
用意　受診券、健康保険証

ＰＳＡ（前立腺） 40歳以上の男性 血液検査（前立腺がんや前立腺の病気
の可能性を測定）

乳がん 30歳以上の女性

乳房レントゲン撮影（マンモグラフィ）
※ 30歳代の方は視触診も合わせて受
けていただきます。それ以外の方も希
望により視触診を受けることができま
す。

子宮頸
けい

がん 20歳以上の女性

内診による細胞検査
※妊婦健康診査の一環として実施する
子宮頸がん検診と重複しないようご注
意ください。

大腸がん 40 歳以上 便潜血検査 下記を参照

骨粗しょう症検診
12月の日程のお知らせ

INFORMATION　　

はにぽんチャレンジ対象事業
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市民相談（11月～12月）　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※市役所の受付は、午前８時30分〜午後５時15分です。
相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ
行 政 11月1６日㈭　午前10時〜正午、午後１時〜３時

市役所１階 市民相談室 
   　　　☎�１１１３
市民課☎�１１１２
　　　☎�１１１０

法 律

11月１日㈬・８日㈬・22日㈬　午後１時〜４時
◎12月の相談日

弁護士に
よる相談

12月６日㈬・13日㈬　午後１時〜４時　
定員＝各６人（先着順)

司法書士に
よる相談

12月20日㈬・27日㈬　午後１時〜４時
定員＝各６人（先着順)

労 働 法 律 11月15日㈬　午後１時〜４時　
定員＝６人（先着順)　相談員＝弁護士

不 動 産 11月10日㈮・12月８日㈮　午後１時〜４時
相談員＝不動産無料相談員（宅地建物取引士）

年金・労働 12月14日㈭　午後１時〜４時　
相談員＝社会保険労務士

税 務 11月14日㈫・12月12日㈫　午後１時〜４時　
相談員＝税理士　

消 費 生 活

毎週月・水・木・金曜日（休日を除く）
午前９時30分〜正午、午後１時〜３時30分
(11月２日㈭午後、27日㈪、12月８日㈮はお休みです）

市役所４階 商工観光課 商工観光課 ☎�１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分〜正午、午後１時〜３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
 ☎�１２３２

人 権 11月14日㈫・12月12日㈫　午後１時〜４時 アスピアこだま１階 
　　　　　　会議室３ 市民活動推進課

　　　　　　 ☎�１１１８11月28日㈫・12月2６日㈫　午後１時〜４時 市役所１階　市民相談室
女 性 相 談
(DV相談も含む)

毎週月〜金曜日（休日を除く）　
午前８時30分〜午後５時15分

市役所３階
市民活動推進課

市民活動推進課
☎�１１４４　☎�１１１８

家 庭 児 童 毎週月〜金曜日（休日を除く)　午前９時〜午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課☎�１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等）

毎週月〜金曜日（休日を除く)　午前９時30分〜午後３時
12月25日㈪〜29日㈮はお休みです

ふれあい教室
（旧勤労会館２階）

教育支援センター
☎�４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）
電話相談：午後１時30分〜５時 12月27日㈬はお休みです
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約必要

子どもの心の相談員
☎�７３３７

心 配 ご と

毎週月曜日（休日を除く） 
午後１時〜４時（受付は３時30分まで）
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
☎�２７５５

毎週月曜日（休日を除く） 
午後１時〜４時（受付は３時30分まで）

アスピアこだま１階
　　　　　　　会議室

本庄市社会福祉協議会児玉支所
☎�１２３７

結　　 婚
11月１日㈬・15日㈬・19日㈰・
12月６日㈬・20日㈬
午後１時〜４時（受付は３時30分まで) ※相談時間中

のご連絡は、
☎�８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
☎�２７５５介護の悩み 11月10日㈮・24日㈮・12月８日㈮

午後１時〜４時（受付は３時30分まで)

成 年 後 見 11月14日㈫・28日㈫・12月12日㈫
午後１時〜４時（受付は３時30分まで)

※各種相談は予約制
※12月の相談予約は、11月20日㈪から受付開始       
   （先着順。受付開始日は電話予約のみ）
※同じ相談に同時に複数の申し込みはできません

　各種相談日
●法律相談　　　　　　　　　　　●行政相談             毎月第３木曜日
・弁 護 士　毎月第１・２水曜日　●不動産相談         毎月第２金曜日
・司法書士　 〃  第３・４水曜日　●年金・労働相談 偶数月第２木曜日
 （労働法律相談のある月は第４水曜日のみ）  ●税務相談　          毎月第２火曜日
●労働法律相談（弁護士）５・８・11・２月の第３水曜日

「
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●車は、対向車に注意しライトを上向きにすることで、歩行者等をよ
　り早く発見できます。
●日没後の30分間は、急な明るさの変化に目が慣れず、車の速度が速
　くなりがちです。意識して、車は速度を抑えて運転しましょう。
●夕方から夜間の外出には、明るい服装と反射材を着用しましょう。
●車も自転車も、飲酒運転は絶対ダメです。

広めよう
早めのライトと反射材！

※本庄市は９月末時点、人口１千人あたりの人身事故発生件数は4.22件で県内ワースト３位。

死亡事故は、「午後４時～６時の夕暮れ時」に最も多く発生しています

車も自転車も夕方４時からライトをつけよう！

リサイクルにご協力を！
回 収 場 所 日　　程 時　　間 問合せ先

アスピアこだま 11月５日㈰
12月３日㈰ 午前９時〜11時 ハートtoハート

(佐久間さんち）
☎�９３００ 市役所 11月19日㈰ 午前９時〜11時

午後１時〜３時

本庄南公民館 11月11日㈯ 午前９時〜11時 佐久間さんち
☎�９３００

就労継続支援Ｂ型
事業所｢佐久間さんち｣
(本庄高校北側）

11月17日㈮ 随時受付 ポノポノ
☎�２１９５

 集団資源回収予定表　＜回収品目は古紙類・缶類です＞

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

緑のカーテンコンテスト入賞者を発表

夏の省エネの推進を目的に、緑のカーテンコンテ
ストを実施しています。今年も見事な作品が揃い
ました。

入賞者のみなさん

市長賞　星野　俊一
優秀賞　株式会社関口組
　　　　塚田　修市
　　　　八木建設株式会社
　　　　　　　　（敬称略）

市長賞の作品

インクカートリッジ里帰りプロジェクトに参加

インクカートリッジの回収
にご協力をお願いします
家庭用インクジェットプリンターの純正
使用済みインクカートリッジを回収し、
リサイクルします。
　対象メーカー
　・ブラザー工業株式会社
　・キヤノン株式会社
　・デル株式会社
　・セイコーエプソン株式会社
　・株式会社日本ＨＰ
　回収箱の設置場所
　・環境推進課（市役所４階）
　・環境産業課（アスピアこだま２階）
　※開庁時間内の回収となります。
　　★環境推進課☎�１１７２
　　★環境産業課☎�１３３４

EC　ガイド
エコタウンに向けた 補助金のお知らせ
住宅用太陽光発電システムの設置や省エネ改修などを対象に、費用の一部を補助します。

申請時期 名称 対象工事・条件

設置前

住宅用エネルギーシステム設置補助金 HEMS、太陽熱利用システム、地中熱利用
システム

住宅省エネ改修補助金
屋根の高遮熱塗装工事、断熱材設置工事、
断熱ガラス等設置工事、遮熱フィルム貼付
工事

事業所用エネルギーシステム導入事業補助金 事業者向けの創エネ・省エネ設備工事

設置後 住宅用太陽光発電システム設置補助金 一戸建て住宅
余剰売電であること

※予算枠に達しましたら、受付を終了します。設置をお考えの方は右記まで。　★環境推進課☎�１２４９

着なくなったTシャツや、使いふ
るしたタオルなど再利用するこ
とで家計の節約とごみの減量に
つながります。

捨てる前に フル 活用
●調理後のフライパンや、使っ
た皿を、洗う前に一拭すれば洗
剤も水も節約できます
●フリース衣料は切ってもほつ
れないので、モップ代わりにな
ります
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

マチを
好きになる
アプリ

2017 N
o
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広報アンケート　　読んで答えてプレゼントＧＥＴ！
今月のプレゼント 　回答いただいた人に抽選でプレゼントを差し上げる広報アン

ケートを行っています。あなたの声を広報にいかしませんか。

■応募方法
 　アンケートの答え・住所・氏名・年齢・電話番号を記入のうえ、
11月27日㈪までにはがき又は電子メールで下記へ　※各月１世帯１通まで

★広報アンケートへプレゼントを提供していただける商店・
　企業等を募集
プレゼントと一緒にお店の情報や、商品などを広報紙に掲載します。
掲載料金は無料です。
詳しくは、市ホームページ又は秘書広報課☎�１１５５へ

■アンケート
①11月号で１番良かったページは？
②どんな記事を読みたい(充実してほしい)？
③広報紙の改善してほしい点は？

■応 募 先
 　〒367-8501　本庄市役所秘書広報課「広報アンケート」係
　　 kouhou@city.honjo.lg.jp
　※件名に「広報アンケート」と明記

※当選者の発表は、プレゼント引換券の発送をもって代えさせてい
ただきます。

▶︎店舗情報
patisserie
Ｌa Belle Neige
本庄市早稲田の杜5-7-13　
☎�５０１９
営業時間　　10:00～19:00
月曜定休
(祝日の場合は別の日に振替休)

生菓子・焼菓子ともにいろい
ろな種類を取り揃えておりま
す。ギフト・誕生日にはオー
ダーメイドのケーキもお作り
できます。クリスマスケーキ
もご予約できます。

おすすめの焼菓子詰合せ10人

Patisserie
L a  B e l l e  N e i g e
( ラ・ベル・ネージュ ) 

　毎週月・水・金曜日、午前９時から正午まで、
若泉運動公園で野球の練習を積む本庄クラブのみ
なさん。結成から27年を迎えたクラブは、現在61
歳から82歳の36名が活動しています。
　今年は坂戸市関東還暦軟式野球大会で優勝し、
全国大会への出場も果たしました。

『本庄クラブ』が誕生
　「若い世代が選手として
活躍し､自分たちが第一線を
退く時が来てたんだね。セ
ミプロの野球が本当にうま
い選手もいたから、年齢で
野球ができなくなるのは
もったいないし、大会で試
合ができないのはつらい－そういう想いがみんな
にあった」。そんな時、長野県上田市で※“おと
うさんの甲子園”という大会が始まった。「自分
たちも大会で試合ができるって、それでクラブが
できた」。クラブ代表の山田秀一さんが語るクラ
ブ誕生の経緯から、野球をこよなく愛するみなさ

んの熱意が伝わります。

「還暦を迎えていなくてもＯ K。一緒にプレーし
ませんか。会員を募集しています」とみなさん。

人生に野球を“生涯野球”

本庄クラブ

継続すること
　「若い時とは違って、肩や肘が痛いとか膝や
腰がきついなってことはありますが、そんな時
は自分で練習のメニューや量を調整してやって
います」。年齢を重ねてもフルイニングで野球
が続けられるのには、無理をしないこと、そし
て継続することだと。「しばらく野球から離れ
ていると、体や感覚も元に戻るまで一年位か
かる。練習を週１回にすると筋肉痛になって、
治った頃に次の練習日が来るから、また筋肉痛
になる。」と還暦チーム監督の飯島徹雄さんは
話します。

好きになること
　「当たり前だけど野球が好きだから続けられ
た。また好きになることで、うまくもなる」と
飯島さん。山田さんも「野球が好きで、子ど
もの頃は棒切れをバットにして野球をしていた。
子ども達にはいろいろなスポーツを経験しても
らいたい。その中で自分に合ったものを見つけ、
ずっと続けてほしい」と続けます。好きになる
ことが、続けられる原動力になると、還暦を迎
えなお、少年のような笑顔で語ってくれました。

※平成元年に第１回全日本生涯野球大会
が開催され、第３回より“おとうさんの
甲子園”として上田市・更埴市での開催
地定着。参加選手の年齢を59歳以上とし、
選手全員出場の特別ルールがある。今年
６月の大会には116チーム約2,500人が参
加。最高年齢91歳、平均年齢61.2歳。

さらなる輝きを


